











1 9 9 5 
?I IJ ) 1 1華日j
?序文
m 1・f;t j甚水上域1'I放帰段階法によるホ ールク ロップ川 Mのitm 5 
~1 2 ，';1: ホールクロップ)1稲の収破 ・訓製機械の開発 一… 一一一一 17 
第 l節 汎用型稲ホ ー ルクロップ川収地機の l泊先 . . _. ...". 1 7 
加 2IrI 稲ホ ー ルクロップ川カッテイングロ ー ルベ ーラのIHJ免 . 32 
W 3 il7 テ ー ブルリフト付き日必式ベ ー ルラッパおよびティラ
mロールベ ー ルハンドリング機慌の開発 45 











水 111 は上壊有機物の分解を抑制し、地 )j の{~ 1:に役立つとともに 、 ~I( ，'，'1のjJl:I;J機能
を持ち、さらにmノIccJることにより述作F市川を1"避するなどrf;t、治(1:(j{J lì~ ))を持って
いる また水貯留 fiE))守の1，11-.保全機能を(jし ており 、将米的にみ ても技凶の出来:'1: 
;1，の)A幹であることはt:ll泣いない しかし、本の消'/'1が減少する hi.(1、fi作生産技術




た。 この間に転作が出家統計の lfJで経常的に制lみ込まれたり、 UH古内での卜JlJ由化やブ




多く行われてきた 1，1 6・H ・川司い.川， T.・パ， 8183. ~.， 1011。こ れらのbJf究の11心はh
作什物としての飼料作物の耐湿性に関するものや転作川での安'ど'1':1技術に|則するむ
のである 。 また J)<.fisの削車:1flJ川に関する研究も 18i刈flJ ) IJ Z•• ~ S， T "， V T ・と して始まり、
さらに制料用稲 (制料flJ川を[l的とした柿を制が|川船と記す)の刈取り JU:I.J I!l~ か前熟
即!まで拡大されたことにより、ホールクロップガイレージとして水析やflJ川するため
に、守熟ステージ別の糾料価値やサイレー ジ発防品質 3.け， 1.，にi史lする州究、また収
lit t'l:の，t;S~、長押の外 11、lTìiì (f 1ふ稲の実川品f'iに対して外|司で平IJ川されている 木綿を外
li fì日と，U す ) T6 ，~2. ~JIO 引の状培や ltj' 雌竹、 unH十l.・ 1. 7 1 )に|見J<) -G M究し京bfuされ
てきた しかし、水稲を制料不IJ川する助作のn:1:，坦点は、技以 I(では白川柿 (従求の食
川を"的とした稲を制料川稲に対して食川稲と tl! す)と[，;J 憾な脱出防拙~~防法では訂
I't'j・移納作業に多大の労 }jを裂し、さ らに収位 '(1においても、従米の牧口1./1人刷機械
で はA行十1:等に I:J:li!があり、:/.(í，Ëした '1 : 附 11i が Mf・{~~できない以が:I，IJ 約吹|人!とはってい
る
jえ l点[耐での省力技術 として は、食H1稲 の (!~ コス ト比 I丘技術 として 111 f面杭i点で行 )j化
をI?<った報告は多数あり、飯128) や良'116 &1 は、、'i然ホールクロ ‘yブfl川する水fi
でも 1'1帰.l&培をすることにより'(i')J化が12<1られる と している。 また、似作川を対象と
した小引作業機に関する研究&.1.ぃ. ~ J 1 も ~:k.施され、特に fìH ホ ー ルクロ ッ プnJ収硲
機のIlH発 n や高野ら れ..2)による稲 ・大ムホールクロップサイレー ジの収磁調却の
ための[時産自走式ノ、ーベスタの利用について一部検討されているものの、排水不良 11
でのfiホールクロップサイレージの収磁機械のflftに|則する柑代は少ない。





川的として、組飼料のrlL.iill促進化技術に|則する削究も行われてさた 1. ~・ L け . 3S030
次に緋極出家においては、正:i 齢化、経常~.h!般のお細性、高地価可の払11 約の "1 で、+ム
作制、竹 1(1債の増加、米の蛸入 fl山化問題等にともない、特に中山 11J也Ji?では水川の進
休j也、排作欣乗田が!{i:11傾向にある 。 このような現状の中、転作川をf.i~J にやj 川した
組制料 1主席は、耕極);J!家にとってはノ，]<mの品位，(.1JIl、民地の保全の 1(1から、治体農家
にとっては飼料生産法慌の拡大、飼料自給;.yJ (地域内1'1給ギ)の II) 1 、~hj(の 1-.J也迎
jじのrjから重要な記長組である このことから、緋何段家が最も容弘に状i日できる水稲
を転作 Iで栽培し、制料，flJfIを日的に畜産出家に流通することも検討せれ、 一部の地
域で実際に流通事例もみられるけ， 1 1 0) 。 この糊合、取引の)!ぶは'1:!I'!または乾物で




川の総合生産力を向上させ、さらに氷川 j也 Ji? での雨戸?~経常の'!i:AË 化を I~I るため、地域
の山地を集梢し、制l純化されたオベレータによる .il11的なホールク 1JッノJll焔の '1~ 陀
と怖泌を lijJ足として、収他，J，~J i，辺機械の!日l，tと、そのaltJ凶のための品'(f~y (dli U:を小心に
2 
検Jしたものである
まず、第 lfkではホールクロ ップ川filの抗力的状陪t支払jとして、 '11村‘引 が i泊先し
た過酸化石以粉火種籾を l~t 水 1: 頃 rlJ にがH没掃傾する也捕岐川訟を参考にし、 ct'f (1式動
ノJ 散粒機を川いて組問を 7~t 水川に散掃する m 水 1". 培'1 1 ，技揃 H~ ji~ 法 ま れにより、 .tlè:情的l










でも効半的に稲ホールクロッゾサイレージの収磁調製が IJ1ì~となり、 '1 y( • Iれ.illiにと
もなう作業技術体系が僻すされた。 %3市.では、生庁された稲ホールクロップサイ
レージの迅i卓なtil，質評価のために、近亦外分光分析汁 (NcarInfrarcd Rcflcctancc 
Spectoroscpy: N 1 RS) の利川を検討した。まず栄益成分の推定については、 a 般
的にサイレージのような白木分飼料においては乾燥 ・粉昨してから NIRSで分析す
る方法が一般的であるが、本研究では前処JlH 時間の短縮と党内干した物 ri の II~6((.な成分
推定を日的に、未乾燥サイレージを直接 N I R Sで測定4るん ILについて検Jし、内
成分について推定精度の 4171し、検 !1i線がれ}られた ι 次に発併品'Llfi'V {I耐のt.めの併 (i機般
すの推定には、サイレージl1 ¥ i伎をmいて検 Ji¥線を作成し、栄益成分ほどHl:i.E粘1ftは
i:71くないものの、 :起用的な検lti線が伴られた 以後に川引を IRt1単価桁ド};.(1映させるた
めの総合M，'f!，;'1 ftIi法について、l:に NIRSでil定サる成分を対象I(i1: 1 として、|情 I~/i
分 tfril~ (Analytic lIicrarchr Proccss ^ 1P) による先MM，'f.tと栄笹川を合わせた
総合品ni;flli仏を検討し、 Mi附設定のための総{'i:;I~ ftlj J，~引を Ut Jt した
lij述のとおり、技1"の山出'1・，:7の j人件とむる水川を (j幼(-11  JlJし、 ，ti，q~ を "1 心 とし





~1 1章 i~t ノ'K J: J誕11散防ix防法によるホ ー ルクロ ップ川陥のitm 
*n -l I 
ホールクロップサイレージ Cwholecrop si lagc ) とは、制料作物の子主 t~~ と主主 Zi
部を合めた全体を収他し、サイレージとしてlJ.'J:~したものである ι このように(-:夫部
分の L~ と栄養価に重点をおいたサイレージを主主部 m 観のサイレー ジ と Ix-別するため
にホールクロップサイレージと呼んでいる‘・30 -般的にホールク nップ lサイレージ
の材料収としては、 トウモロコシやソルガム、ある L、は支頒が j'(本であり、これらの
多収技術に関する研究は多数報告されているけ .10. h .u ¥ また木 IIfll 川 II~ 制対取の
実施とともに、転作1]での制料作物栽暗に|刻する研究 11.2L26.ぃ .I 0 7)が実純!されて
きた。 転作田で栽倍された飼料作物はj占!開hliJJ_l，}の水航法培期!日1 ' 1 1 に i~U" 川や水路の影
料を受けやすく、制'だによる発. Wイミ良や，t， ((附 1lf により、安定した ~I: 陀 1;\ が 6官{足でき
ないことが知られている川・ 2~ )。このため恥作川 での状情技術に|民14るM究 2:; ~ I 1 
や転作川に適する飼料作物を巡定するための研究 川.2 ~ ，が'..Anl!. 0れてきた。
aん、米の飼料化に|刻ナる研究は1970年代に余剰米を制料とし ctl 1した研究に始
まり、殺実を飼料利川した多くの報告け.け.B 1 ，かなされている。 さらに木川利HlIJ~ 
制対策により、排水小.b!1lIにおいて作付け吋争~J から制料川として/1<liを品川し f刈flJ
川する研究 23. ~，. '16・U1 )も行われるようになった。 また JI<[lJ利川 I}制対慌のめ 310J対
誌として、青刈舶が特定作物から除外され、刈取り 101制限がホールクロップサイレー
ジ川として黄熟知l まで拡人・されたことにより、 .(-文収祉や登熟ステーヅ ~JIJ のサイレー
ジ先酵品質、飼料価値に|則する研究 3・け・ H ・2・.1 1 )か行われるようになった。
/1< .fiilを飼料利則する i討作でも、裁情rTlIでは食川和}の"-Ji.培技術かへースになる 。 しか
し、従米の稚苗移M.u j!~ i).では多大の労))を泣 4・る点が市1I約些l刈と fぶると ??われてい
る け。 また近年、 lr;1際化のjflJJJ.や円高のkiJt 化ちから低コスト ~I :. m ，よイ "1クくであり、
食川柿の{正コスト~.li:J日払14.rとして、乾川山 i面、 n.t水 1'11面j主t告に!叫する柑仏・け官 1. 
6.83.60. 1&. 106) が多数あり、さらに近年では、ィ.~ tJ~ 起 IÚ1母校以にmする研究も進め
られている。
そこで本市では、ホールクロップ川 tiil の似 I スト H~ JI'~ を 11 的に、自 JI f，i'iの)U日以i{.r
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30 a 1巧11(30m x 1 00 m )の氷凹において、'"'1: ~fi のヤマヒカリを 111 い、 1988W 5 
月 7r・!に備制 ht4 kg/ 10 aを措挿した 。 施I1巴htはホールク lJッノ fl川を 1的に品熟JUI
に収検するため、従米の子夫収磁川 7Jdì~ ~主 i告 と見なることはないと r行え、 -:. In県水干jl
i北lg耕HJI~ 司t， に代1ι じてノ己 11巴として室長、燐般、加 rp を成分 で ~4kg 10a、迫肥とし
て幼鮎が 3，._ 5 mmWIに'宅点、加盟を各 2kg/ 10 a を施川した 。 ~If Itl~ 防|徐については、
帰種1(後にビラゾレート抗剤を 3kg/l0aを散.(1した o Mi 'X .!ll ~)j 除 lよ、コストの節減
とホールクロップ川という観点から、 5Jl24flにイネミスゾウムシの防除として BP 
M C . M r p t) .fiIJ を 3kg/lOa散布の 1[!1]のみとしt.
2. 1揖樋rlと試験択の構成




籾を作成した c さらにみ;試験においては、組制に加![l: (柿制を 1:J克'"の・定の深さに
時め込むための屯り)を付けることを U的に、料相の 3イ日，.t の~.lil 牝制 1'. (1~ J:)、 i盟
}C $'-および焼イd:fを!日l肢の)j法により、それそれj品般化ィjJ火粉火の 1'.に 2.pに被捜し
たべレット 1人将柑を 3随頑作成した 。
試験|ズの拙j点としては、作成した風乾細 1'.被剤、泣 Jt:弘被ro、地ィil.t ~l!i 地師 fJ1と過
酸化"11火のみt5)1x (以ド到底加重とする)の桶りjについて、 30el J}く1を II;{ Ifli W 7. 5 a 
C25mX30m)の 4院に分割lし科桶初を描附した
j需foii);についてはJI'村ら f~ ，のん il: を参考-に、科州仰をIì~t，[. Pl'I-波打した 1'[(ミパ到j
}) l¥x t'L機を川いて、 It l話き後のmノk山に J/，J[n!の目 h 四 r からI\~ j品した ω
3 .収地 .，J，' i}1 
6 
収彼ステージは前熟}り!とし、 1988年 9JJll11 に品医の I牢刈り :l~ ftをijうとともに、
30 a [X Idl lm t.誌の全体を人引トラクタ (52kW) に弘行したディスクモーア(刈幅:180 
cm) で刈り取った 。 その後、 (-'kの脱粒、サイレージ剥製1与の II沙の，n人を防ぐため
に)x私、 w革作業は行わず、 1'(ちに臼止式ロールベーラ(ゆ 120cm)で II~，版HM包した
捌包したロールはトウックでill!織後、人 )jでロ ー ルを解体しながらカッタで 1--2 CDI 
に制i析して、簡易鉄板枠ビニールバッグサイロ リ， (I)A:.t 7 n? ')に叩成した。
4. .fjiIホールクロップサイレージの化学分析
jlj!雌したホールクロップ柿は10)J11 f1にua上lし分割l川試料をは取した 。 li1&したサ
イレージ rl'の有機酸はフリーク 1.6 n で定Iltし、伐り の試料は通風位保泌を川いて70




1 .ホ ールクロップ川柿の.l:X培と生育 ・収凶
ホールクロップ利川を tI 的とした水稲の品組 ~AL についての柑(りでは、 l~N で ~I: !;I 
収 Iltの多い外国稲川 .11. lG. M2， ~j ， 10・・I1 2 J を fT めて検討されているが、収 : I~ 性 の他
に収邸時に籾の脱粒が少なく (制料価他が1'，';， ~、)、 I耐仰l 伏性、 ~rÅi'X !.lt fj~ ~A 十L のり強.官古立虫1 し、ソtJt
柿をj巡i注t定することが必1史;ど.であり 16 ) 、/ふド試験でで:1は4師制の入件荷可か7千作L予千 L弘Hはi.1川l本1稲i前自の 1ぺlい1川1什iて師
ヤマヒカリを用いた。また、飯田 2H )は水制を制料JIとして tl川-4る場合、 1"，lib ;t.1: j点
を寸断的に実施し、大帆な行力化を凶る必1l:かあると指嫡している， (1" 1li 松山には乾
川(1"婦と地水筒播があるが、乾川 l白惜の場合、 tJI~ f去の降[:I:iにより掛川の作業I1J能附
に(I;IJI制があり、制 (1:のところ以も安定している 1"情状J作法は枇ノ，]<(1'1附.I.kJ . "であると J!;・
えられる この地J]<l. J賞qI I，'j J語以培ではf'MWにjf1般化イd火をお}火し、リl川のJdlf'l機に
より条伍する Jii.よ~ 6・} が一般的に行われているが、本試験では ftf1、移舶の行 )j化と
ともに If;j佃iな1}jJl 樋純践を必要としない背 i!式肋 )jlix粒機による散J，Jlc: Jたについて検
Jした 。
本川の rV_備作業(よ従オ'の.fHri'j f多'"1A.k J日と I"JFI-:なji生1klとし、此VIJ!、八i:JIl~ hl Jll 、 I~ ~話
7 
き作業を行い、友 1に示したような刷場条什で幡碕を (j.， た。本t高栂jよ・は:n村 ら2I I 
により考案された幡Hi法であり、民家がlJl釘している|坊除作業川の背負式動ノ);放粒機
により開聞の畦畔から湛;J<山にi放播する万法である 。 この場合、同制をl-.域"Jの .il:
の深さに埋め込む必要があり、今 101 は加畳を1-1 的に風乾納 |二 、 i立点鉄、 ~1ff:i官をi位殿
化石灰粉点の上に 2重に被出した種籾を作成し、過般化石j天粉氏のみの桶制と比較し
た 。 なお、加重斉IJ のほについては乾籾重の 2 倍 iA で 1: 壊'1 1 の 111~ め込み効果がみられ、
4 -5倍の重誌が望ましいと言う報告 29 I があるが、ふ試験では行 )J化を[jt~ として
いることから 3倍祉とした。
表 2に各区におけるホールクロップ問稲の生育 ・収Ll結果をノjミした。 まず符 1:><にお
ける苗立数、苗立ギについては還元鉄区>風乾制1 1:区>先l~)m m芹IJ[豆 >焼イi刊以とな 「
た。食m稲の報告 t9. J 0 )であるが、 nf当たりの的立数の I棋は L00本胞J止とされてお
り、焼石官区をi除いでほぼ目標の的立数が確保できた。また、 mノJ<U主"1，') 1請におけ
る出立準は60---80 %程度と言われており、市立中についても焼打科医を|徐いて他の柑
告と同程度であった。焼石官をhl重剤として川いた制作 bJ I ではm立ギ67%という柑








なったためと考えられる 。 しかし、過酸化石氏のみの組制を捕純した場合でも )JIrl! ilJ 
を被起した種籾と比較して収自性に差は認められなかった ぷ
ホールクロップ川稲の I1兄祉性に|期する幸lifiJは、外li[稲を合めて多数行われており
I l I 3， :; 0・59.75.70;. ~ H . 91・I0 ~. 1 Iい、生市収itでは長科の外[Itlti白が 1ふtjIiより俊るか、
II ふ ljM は外国稲より乾物不が 1~c.:J く、サイレージ品質、制中~{dli Wについては"本船か外
11~[ 稲より艇れているという柑合 0 ・1 I ，があり、特に I}呼l十)I民地のような台風常挫地引で
8 
表 1.t番組時の掴場条件
供試面積 聞場区画 土性 湛水深
a 口1Xη1 cm 





苗立数 苗立事 梓長 穂長 生草収益 乾物事 乾物収』量 f部割合
処理区
本/nf % cm C回 kg/a 。/ノO kg/a 01% 
ーー
無処理|ざ 90. 2 72. 0 71. 5 17. 3 25. 1 40.4 103. 1 43.2 
風乾制上区 94.4 75. 5 72. 5 17. 7 253. 0 41. 4 104.8 43.2 
還元鉄区 102.2 81. 8 70. 3 17. 2 224.2 44.9 100.6 44.5 
焼石膏区 61. 1 48.9 77.0 17.8 292. 4 39. 3 14. 9 42.5 
Eド 均 256. 2 41. 3 105.9 
はHf'~ の倒 (Ä に弱い品川の政 IR は避けたんがよいと打えられる ι(-) 本 fjn の位物収抗を
まとめた飯聞の紺ftTEi によると、ホールクロヴブステージ(糊内~1Jtt烈lUJ)での乾





よ3に段階管理にかかる{ノ1.業日IJ労働時1mをィえした ω この作来 1与IlJ(j_ :10 a 1:><11 hliJ誌の
実llJMfを10a当たりに換労したものであり、 j北川に|則する延門業叫IlIJは 199.!)分/10
aとなった その内 .R をみると、まず本川の守的作 J駐である荒緋~、 )ëß巴 hfuJlJ、代出
き作業については、従米の ff~ 的移植栽培と l.iJ f1tであり、本川 I私的(~:i加に・止する時HIJは
77. 6分 /10aであった。なお)1・.Hらど 9I は代j訴さ作業については frtl:JJを目It目Fから散陥
するため、移値段階よりも liI場がより均、ドになるようにけ怠をすることが必泣とし て
いる。次に椅子消むや沿締T3・の柑子予伯作集は防相IU主j日でもr"J肢のlI!iI t:lを;li!司るが、
，~l 水 1: 域 "1 ，皇播栽培ではこの後に過酸化イd火のお}次作業が必安となる。 この過酸化イ1
1火を組問に粉衣することにより湛水上境中というP.lt~是非;条{牛ドでも過般化イ i以か水と
Jx比、して極微量の椴ぷを先生させることにより抑制が:1¥芽する l63。 iさらに本試験に
おいては、この過般化イd火の粉衣 1年間に加えて加，f(斤1の被制時1/1が必吹となる ③ これ
らの作業時間は組人1.12人で10a分の組側(4 kg) を処.fIf!するのに:1分令世した。 次
に描純作業については、 j品般化石灰粉Åの組側を ~IIJlの崎拓機で条j面する }jjl:やヘリ
コプターや1m による散帰杭!~仏 ~ 1 もあるが、邸時点では本試験でJll、たような背負
J¥ !fVJ )] 倣粒機による散情状 j行が以も省 }J 的と匂えられる ‘3 この J器材 f~ J~ 1'1 IlJ (よ抑制の
hlJ給時I/IJを合めても 15.7分/10aであった。flI'{，砂 ~lll J~!たの移 hl'lf'1: J 1与川のみで比較
すると 6条柚-田植機を J1 Jl、た 30a rx:凶i刷切に lおける持制作業時HlJは、 10a叶たり約20
分f'ttHtであり大きな時IH的メリットは認められら:いか、本松山 iLで(j，[( lJJにj位般化1.i
jポをお}点する作;{;:が必1.tとなるもののTfiYi 胞は、 r~M慌を必 itとt!.ず 、4与に訂1'1'1n，業
の行時か大きなメリットと行えられる 以後に|伶 fJL 削 ;ì~ -(1'作業について (Jfa; 10ft，立後の
し Jソ レート N.i)IJ 1 lijの処 m~ により何りの党 '1 々 1 :1 (.1' 1fIJえる 一二とがでさた，ま たがJ
? ?







耕起 ロータリ 41. 0 1 
元肥施用 動力散布機 11. 0 化成肥料 30kg
代償き ロータリ 25.6 1 
柑下下措 人力 15. 0 種子mta、税制等
粉Ii. コーティングマシン 34. 0 2 過酸化石氏、還 JL鉄等
播種 動力散布機 15.7 1 
肪除 動力散布機 18.9 1 除草剤、病官.!.u防除各 1回
追肥 動力散布機 4.7 NK化成 13kg
3十 165.9 
I I 
~II !Ilの肋・除についてもホールクロップ川という観点からイネミス'ゾウ ムシの防除の 1
lil)のみとしたが、病刀の先生ははとんど認められなか「た ， しかし、託銀長{'I、 1: J定
条{II芯により病.ili古の免'1は|・分に予氾!され、このl見fY、MJUfIの食川揃)l1i)J卦の忠山科
を巧l仮すると厳小限の肋除は必要と考える
以上のことから、ホールクロップ川稲の松山では、 m 水 1- 地 11 1 散揃 l~J行訟は、 i逆;ドー
の推 I'I移拙栽培法と比較して行 )J化につ江がるものと↑1)ltJiできる。 また、九f'iJI m高IJ
を川いて検討したが、収 1tn に大きな影響は犯められず、また、 (~l/1< 1: J長Ij ll川崎 ~X1/; 
訟は骨Ij{丈の問題が懸念されるが、本年度はft胤の純米も少なく、作IXとも仰J{A:はほと
んど必められなかった a 従って 、以ドにおけるホールクロップ川耐のJx川では、 -部
を除いて過酸化石灰粉衣のみの桔籾を 111 いたi!tJtく L 培 11 1 散揃 ~XJ日法をほ川することに
した。
3 .ホ ールク ロッ プJIlfiPlの収磁
収他誠l製作業はディスクモーアで刈取り、!I.IlAロールベーラで HH8し、占らに附
包したロールは闘場内から搬出後、人 Jで解体しカッタで続I断してサイレージ調製を
行った。 これらの作業能率は決 4に示したとおりであり、刈取り n加の)l1iI場n来:ltは
8J.8a/h、梱包作業では23.7a / hであり、 H句作業の嗣場れ:!{'Itか低いIJ;tI羽は!t
1
1
1'.1: ;.長を行っていないことが -[刈と身えられる J また サイロ詰め ('1主については制l人
以 2 人で 12.0a/h とはった 。 ホールクロップ川耐の収磁調製(~業 lよハインタメIJ りや
牧草川の収槌機を利用して{r われていたが、近 "1 の柑 i守口.;1.0299.1 川ーで は、 ~fj1 
の収融機や省)J化を 1的にロールベーラ(けん引式)体系による収ぬの il例十u~ながあ
り、ロール体系の場合、バッグサイロで品製し t-り、ベールラッパをIJl、t-ラッヒン
グ処11!を行っており、A--，.A験でのサイロ」めの ('1% 1ì~ キが他の ('1 ネド. 1t ，~~して (Ll いこ
とからも、今後サイレージ抑制作業についてig;，;-1する必i!:がある の よt.、;1;ー ルク
ロッフ川稲専用の収般機のUlJ先22 ， も行われつつめり、これらのの I11縫合I1l、たよ同市
相(守口.01. 8%1 ではホールクロップmfi1を刈取り・紛l断後にトラ y ク守に {ちし変え て
18定サイロに詰め込んでいる。
r(~ l，y，l 1 JI や雌例。01(J fil¥ ;1:ールクロップリイレーノペ-'1.凶する JM{，、収比1I.'jに大1'
I 2 
表 4. 収穫・ 調製作業の作業 ti~耶
作業幅 理論作業I量 防l !.q効 ~~i 聞場作業lit
作業名 作業機械
a/h 〆。6 a 
メIJ取り ディスクモーア 1. 80 126.4 64.7 81. 8 
間包 円走式ロー Jレベーラ 1. 28 32. 6 72.7 23.7 
81 




a) 入力でロールを解体しはがらカッタで制断し、簡易鉄板作サイロ (4.7 ，/)に詰め込む。
??
問械の導入かnJ能な 1;出掛条件に')i'・l'Hできるこ とが、'1:目d支持Iの大さ fよIHJ:lN点であると
1日出している また、 ~'iJIの収槌機がHn党され「勺あるものの、 1ni.i!!lを合めたホー ル
クロップ川稲の低コスト '1:.Pじのためにはサイレ ー ジ ~J.'J ;凶作業の行))fしゃ椛v&.伐の軒械
を|χ|ることが必要である 。
" .稲ホールクロップサイレージの品質
Jム'(5に稲ホ 一ルクロ ツプサイレ一ジの t釘1械幾般t斜利IlJ成戊比とフリ一ク;‘'1ドV)仁"点B
t制IlJ成点については、乳般合 1.t が IJ~ く青*般がぷめられ、これらの比=がから，;'1' (，Ih -4るフリー
ク，1'Vfrlh Wでは43点と低い点数となった。 これまでの柿ホールクロップサイレージの党
前品質に|均する報告 .t I L .8.け . ~ t.川.g 1.川れ でも、フリーク ~f (dfi訟では低いM!の
ものが多い しかし、サイレージ臭は良好な jj~&でありアルコール央がtめられ II • 
川 、また晴好性も良好‘ h であるという柑fりからむ、フリーク訓 (dhiJ:で判定される
ような劣質サイレージとはイ号えられにくいの 従ゥて、今後41部;';1]作の I~:J ~、品川 JUJ j;J I怖
にlI!~位制製された lìB ホールクロップサイレージドついてはフリーク f;f(dli I"l:に付わる3‘ド
仙止を検川することが必貨である
また稲をホールクロップサイレージとして抑制するための収段通JUJは糊熟JVJから前
熟JUJとされており、このn寺山lには子実の光夫かilf rし、 TDN収 11tかWI)JIサる け- I 
~ -~")と d われている 。ここでぷ 6 に員 熟 JUJ に収位した稲ホ ールクロップリイレージ
の・般キIl成と飼料価値を示した 。 本試験における分析納は 11 本 f~J~ '¥(1 fi，J H 成分ム(1987 
tド版)と|白l限度であった
変約
'~.Ld良湖11 におけるホールクロップ川稲の (11 コスト '1 PI' 技術として、 (~l/l< 1 lx tI. I政措，1，1
l庁υ、による省ノj栽培肢体Iを'1'心に検討した 。
1. HtJl< I峰 rl'II'U晶状l日tJ:は従 ;1:の椎ri移納枝川():よりも、 fIlYi作者iの行 }J化がIJ能
であり、さらに純制を ，'ti'!パ1!}J}JnX N:機を川いて1:1"1'から i/.t1<川にlix!iflする乙とによ
り、 7~t J/< 1: j衷rlj(r.怖の川の掛川j携を必1tとせず、低コスト松山がIJiじである J また、
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水分 般 成 分 (現物ql% ) 栄養価 % 
項 目
% 組蛋白質 組脂肪 N F E 組織tlt tJ1fk分 o c p TDN 
2. 54 1. 55 19.67 14. 17 6.88 1. 30 23.99 
稲4・川口，1 55. 2 
bl 
サ{レ・7 (5.67) (3.46) (43.88) (31. 63) 05.36) (2. 90) (53.55) 
a)栄養価は飼料成分去の消化率 (黄熟期)より縫定した。





2. ;，、 ールクロップ川J~ì 1を収位制製するために、 i駐米の牧市川作業機を JIJ L、て iiった
が、収他JUにこれら大刷版械が作業できるような刷出に|制定され、またサイレージ説i
製作業に多大の労 )Jを必些とした。
3. fì自ホ ール クロ ップサイレージの発酔品目はフリーク A価法では{!~い fll' l となった 。
しかし、サイレージ央は良好であり、カビの免'1や変l枚i郁は認められなか 3 たの
??
第 2な ホ ー ルクロップ1J 陥の収随・湖別機械の1m先
第 1IiJ rJ-L川)~')稲ホールクロップ川収位機の IJ/J免
Hi . •• 
li市において、ホールクロッフ川稲の省 )jHU止について検討し、 Ilt.JK 1:椛小散j晶ti
jた仏を羽一入することにより、松崎(fnでの符 )j化がnI1ì~ となった 。 しかし、 111(般作業に
ついては従米の牧市川作業機をIし、た場作、 4.rに i枚ω[liI場では大刷機械のよiJ性、(~~
業f!I:等の!問題から安定した収地調製作業がi1えないと.i ~)れているも 1 ) 。 また、小 [x
(Ihj [li[l誌や転換知iを対象としたt[1小早収磁機のIlf発や.fIJ川誌験が(I'われ 6.川ぃ .6bS』¥
特にホールクロップ川桁を対象とした凶注目心式ハ・ベスタの I~J 允や'k ~iE 試駁 官~. 9 
相官 か行われつつあるものの、改善の余地は多い
そこで、本章ではホールクロップ問稲を耕川山本か l[~ 位し、f.ì J17， ，!ミ'ぷに ltJ!l1 4るこ





品作機の性能試験を frうための供試稲のj主jRは、 20a [x: 1函 (20mxIOO m) の/K1 
においてキヌヒカリを川い、め l市の栽I古訟にiVJじて 1990 {I: 5 ) J1 5 1にi品川したの た
たし、病'X虫防除については殺虫殺菌混合方1Iとして日 P M C . M P JI/ I~ [) J) f>扮点IJ
(3kg/l0a) の散イ1Iを.iQ)1した。
本試験における稲の'1:向 ・11(1，¥はよ 7のとおりで、 '1:.(，'・1.I1日む¥ 27Ukg/ a、乾物収 i;
111kg /aであった。
2 .試作機の設計n1~'l 



















(1) A f j袋位、刈i収郎、持ti基日~~、操作部はf'1 lI~l'\'! コンパインを千IJ 川する
(2)材料稲は組|断してサイレージ‘胡裂を ij'う
(3) 1':1脱引コンパインとの l河川機とする u
~!) ik.i! mサイロがセットでき、サイロの杭み降ろしを符易にする。
(2)流通川サイロ
(l持動性があり、 j也以内 (~tjfiに耐えること 。




(~t .iill川サイロを開発し作業 1ì~ 中等を調貸した
3. ti自ホールクロップサ イ レージの化学分析
制ホールクロップサイレージの有機駿組成および ~ .般成分の分 ~Ir は、市 1 ，';iのとお
りifった
結果
1. i凡川 型稲ホ ール クロップ川収地機の柿it
拭作した収様機の概裂を I~I 1および表 8に'1ミした 3 まず、ベース機としては 1条刈
りrll見市コンパインを利川した。つまり、 JdJ袋 in のゴム縦帯と刈取 m~ のデノごイ夕、
引起し爪、往復動刈ガ、および搬送部のチェーンコンヘヤはそのまま刊JIlし、 1見士支部、
排強i処.fll'川カッタ等は取りはずした。材料柿の 1)IfJr 機柿 は、シリンタ'!WI吹き 1:けプlツ
タをflJ川し、カッタ郎への助)Jの伝達は、 1'JJ見 't') つンパインのトF エンジンから ι ぎJlI，~
3 を 1"1 伝させる V プーリと 3 本の V ベルトを，[11 川した 。 r:J 1悦'~'!コンパインの~送 iff~
(チェーンコンベア)とカッタ部との材料焔の交政しは、カッ夕日{~に1I~ '>付けた 24-:
のflJ S1I:}杉コ.ムローラにより行い、受けdf.されたHnM(よフィードロールを屈してシリ
ン夕刊'1カッタでt:1Il断し、 hYI後んへ吹き 1:げる )jパとした 〉







































1 ) Iχ11】の数γはIl1Illをんす ω
1 ./ ， I 'Jイ11λ トッノ守
|χI :1. ，[， (:I'E HIローラコン ベアーの概企|χ|
n ) Iχ1 1 1 1 の î~'(:は mmi-)くす
2 I 
ド品 600mm) と、その 1: 日I~ に!河 3 のような 11[ 仰恒川口ーラコンベ γ を 2 本法行し、比
.iillHlサイロがセットできるようにした 。 さらにカ ・y 夕日l~ およびテーブルリゥト却は
{本州124とし(ホールクロップ川アタッチメン卜 と記す) 、ふ{本のフレー J、と1見i"'iが I1J
fì~ なように 4 本のボルトにより[，'il 立するノi 式とし、 11見殺郎との HI'l~Wみ{今えが"IIil:な
拙jtiとした。
2， i~t .iilí川コンテナサイロの桃造
lAi: .iill川サイロの概~を l刈 4 、長 9 に示した 。 この lit.iill川サイロは 5Ifli分解パのプレ
ハブコンテナサイロであり、作rfliの制Iみ tr.てん・んはワンタッチでiJえるようにクリッ
プん式とした(図 4、'Iil'.! 1 )。材料稲を」め込む財 fTは、コンテナサイ口の内部に
ビニールノ〈ッグを入れ、その"，に紺l 断した稲を JII~ 威するんー式とした 。 このコンテナサ
イロの材質は底面には欽駄をJIいたが、側 rf1iについては軒悶で強度があり、しかも内
部のビニールバッグを破1占せないように'IJ良 l、'If1:.t 2に，ょしたような Jfンチンク
メタルを仙川した 。ま た材料tinの詰め込み後の印刷のため、。IJ1(1の|仰には科，(111仙
ずつ J1上げ金具を取り付けた。 このコンテナサイロの行!誌は1.73 nl、日 li: 10，1 kgで伽あ
り、以内てした汎用型稲ホールクロップ別収他機の向 {iffl~ (テーブルリノト m~ )に談Fi
できるようにした。
3 .ホールクロップ川稲の収地品製作業
i凡川)~~稲ホールクロップ 川 収磁機と流通川サイロを川いたホールク IJッ/川柿の収
部品製作業の行程は、まずコンテナサイロを収般機の {.:jfiにセットし、*ールクロッ
プ川柿の収峰を開始する。メIJり取られた稲はシリンタ噌カッタでWllfiされてから向合
部のコンテナサイロに吹き込まれ、伝後にビニールl':1 クで密主jする 。 コンテナサイ
ロ i何分の収磁調製作業か終 f後、収種機が目1:目1: CJ:~)l!) まで移動[、 トノ y ク15の
.ili搬 1'にコンテナサイロを ，Wみ付える。この初代、 |χ15にぷしたよう γ トノックちの
I;:j fiにも活向車問ローラコンベアを取り付け、 11(f佐機のナーブルリノトを J-_引させ、
.ìili搬 !I~ の仙台と同レベルまで J ンテナサイロを持九 1 -- げ、コンテナ~)・ イ I・J i:スライド
させることにより、凶邸内から出迫に駐 rli しであるえ1\縄~ I(にも行弘にコ ンテナ サイロ
の f~( み併え作業を行うことができた ([~l 5 ~ h )。





















1. 280 x 1.280 x 1.240 














a : Itm~ 内で拙み怜える j弘代
-・ー ・・・ ・・・・』ー ーー、. 
b 
〆
' . . 
• .  
-a 
e 
' .  .
1 . 
.収後機と運綴$.に段みがある場合
[~I 5 . コンテナサイロの以み{北え作業
~ 5 
収聾蛾
ができ、その作業fiE中は、 ;ポ10に'1'したように半Il人 tl2人で 1，I a / hであり、コン
テナサイロのセッティング H与1¥1とi!!!隙'1.[への似み怜え時11:1をためた場fY、[ilij品 '~')J 中は
40，8%となった。
流通川コンテナサイロで.J，~ ;}~したサイレージの免併品質と栄丹ftIIì をよ 1 1、点 12に'1'
した。発酵品目はフリーク訓点で28点となり ldjい北側はねられなかった。 しかし、カ
ビの発生や変 j故部はぷめられす、サイレージ!込および色調は良好であった。 またうに益
{dliについては 1* t~， ~f"飼料成分点( 1987行版)の filサイレージ(抗熟lUI)のi'j化部に
よるHf~定ではあるが、乾物 '1 1 で T [) N : 58，9%、))C P : 4，2 %であった。
考察
'~J.d奥畑等の小 1~.lfhi 刷場における収投機は、 K ~I が開発した多輪 J~'j )j il由利%idL G Iや日
itjS4J によるサイレージm小刷汎川収磁機があり、また):_に*ールクロップ川 filを対
象とした収槌機では北海道民試 I0・ttlで開 l発しt.水稲ホールク nッブ川1'1占パ "-ヘ
スタや Y社がmJ允したホールクロップサイレージJI収秘機がある。 これらの収地機の
.fIJ川試験による柑竹のqJで、ますJK川におけるよ行性については、大型ft. I (立多輪 I~リ収
般機は走行部か 8輪左右独立駆動h式であるか、クリアランスが(lいため軟弱hlil!誌で
のl民地作業には小向きであると桁摘している また、品野ら 91， 9 2 Iも山中よ似1tHで
iJlJ ^とした時の作 卜の制度が16mmy_)1:の場合は、凶m}t~ および~愉 It'l ，1 { iのJIl({投機とも
う作弘に作業が文胞できるが、作 lの硬度が 8mm以ドの場合では、多輪 }t'~，t f iの収臨機
は作業がノドロI能になるが、凶，:;?抑収邸機は作業がなお存訪にriえると報(りしている 。
本試作機についても n脱型コンパインのAf r m~ をそのまま.fIJ1 Jしており、{也のfi{，1;ー
ルクロップ川Jtl(般機と伺践によ行部はコムHifi?をJIlいている このようにホールク
ロップ1IJ稲を収位する場合、対象!，lil 場は軟弱川が I1 1 心になると Ji えられ、 &fi' m~ は陵











調査 1 40. 8 11. 1 2 
b' 









60. 4 4.6 
pH 
有機酸組成(現物中%)
酢酸 酪駿 乳酸 総酸











水分 般 成 分 現物中% 栄獲価 % 
羽 目
% 粗蛋白質 組脂肪 NFE 組繊維 組灰分 。cp TDN 
3. 26 1. 13 23. 68 7.38 4. 15 l. 66 23. 33 
有~~ ・ 川口， 1 60.4 bl 
tH-) (8. 23) (2. 85) (59.80) 08.64) (10.48) (4. 19) (58.91) 
a)栄養価は飼料成分表の消化rfi(黄熟期)より縫定した。
b) ( )内の数字は乾物ゅの割合 (%)を示す。
2 7 
機と [ti]肱な刈取んパである また.It柑迫良部;でIl/l党した稲ホールクロップJl収舵機で
はlijr6j にリール付きカツタノ〈ーを ;}~liしている d
材料稲の紛l断機怖については、フライホイル力ッタ式 、社)やシリンダf，'J)Jッタ
よ(北海道出試式)があるか、処I'H能力を )j'I召してみ:機はシリンダ'\~カッタパを J~ 川
した。つまり、I'IIl見型コンパインのチェーンコンベアにより.iillは、れてきた材料 tiは、





迅のトラックに机仰を移し件えるん式が一般的である 。しかし 、 ζ のh.L"(では.iill搬後
に科形式のサイロへJ め込む必攻があり、このサイロ詰めの(~ 'jtの計 )J化が"1'泣であ










の場合、材料稲の詰め込み後の総 ~fi L1は約 500kg(詰め込みt/rli : ~00 k g )であるが、
向台に袋着したテープルリフト、 .ft仰il川ローラコンベアに Jり、 umt誌と段Xiのある
山地までの耐え!1川サイロのwみ併え作業も、サーブルリフトを J:.j(.させるら二と μより
f i'うことができる また、岩船出家(あるいは{弘行場所)まで辺服されたコンテナサ
イロは、吊 J-. 川~只を利用してフ 4 ークリフトむにより降ろすことに心る ιのJ{7、





白はその計算ん訟の前提条件により大きく変動するか、機械 t~ が全体の '1 J!U 'l~ を tlll し
1.げることが考えられる。そのため機械費の筒j以を U的に汎川市作業機のn1J免む fIわ
れており、宮崎届けは長大作物と牧車頑が収挽できるような小引汎Hl収臨機をHlI允し
た。また、 K付の }J能作業~!は制やIJTJ の各種作提が 1 台でできるように符アタッチメ
ントを叩怠している~)。しかし、食)1と飼料との汎川型収邸機に|則する削'先はは川た
らない ノド機は fll悦型コンパインをベース機としており、 1脱引コンパインの1位法部
とホールクロップ1アタッチメントの相互杭み件えかロI能な陥ihー であり、食川fliの収
般後、ホールクロップアタッチメン卜に載せ件えて稲ホ ールクロップサイレージの収
他訓製作業を行うことができる さらに版作十lについても、 [11見叩コンパインと I.ilh1. 
であり、耕種広l家でも容易にホールクロップJIIMの収磁調製作訟ができるものと J行え
られる。従って、ふ収投機の，fIJ川 にあたっては、米岩I)J心の作 業受 rjr~ 組織に咋人し、
食川の稲、 Ji:_と，t;ールクロップJ1J稲の計画的なVi，J常により、効 3終的に活川できるもの
とHt察さ れる 。
/ド体系における作業能率は、 hl日制作業祉で11.1a/h (コンテナ数: 5例)となっ
た。 y社が開発した 4条刈HIノ、ーベスタを川いたホールクロップ11.fìB の ('J; 業 íi~ 不全ま
とめた雌岡の報告 I0) では 7---14a/h、また.It尚道良試でnH党占れたノ、ーペスタの
能率は 17.6a/hであり z< 、本試験における作糸能率は北Ifl))!'i I;l試式ノ、ーペスタよ
りは~'t' r劣るものの Y社製ハーベスタとほぼ1.f'皮である 。しかし、本体系 ではhli場
内でサイレージ.J:山まで行うため、他の朝ift;の体系のように r1iJQサイロおめ作業をir 
う必泣かなく 、このためのサイレ ーク調製のための作業人ilがイ、世，であり、行))化が
f.J fì~ である。また)l1iI j封効率は40.8%と低い {l'!となったが、これはコンアサリイ口の
セッティングn年J:1Iと仙み持え作業に泣する 1J 11が令作荒川1の約.15%を .Ijめたためで
あり、これらのlI!i1を除いたI弘行のr，li場効本は77.8%であり、 lil見引コンハインの子
主収他作業と 1;，1 f'，， 1ftになると JH:挨.される
ふ似品機についてはηt!3μぷし t:ように'hJII化 8れ、中山HlIJtl! .:，:の米よ '"心のオ
写十九 3.汎JI }担稲ホールクロップ用 l収的機(災JlJ~幾)
写真 4.後方式ハイタンフワゴン接着の汎!日塑稲ホールクロ'/フ用収地機
出)ハイダンプソ j ンは流用用コンテナサイロと積み怜 j かで六る 。
3 0 
ベレータ組織に;，9人された。 小:地域では食川稲のH:mは従*の Ht:，'t1移柿松山でij'い、
ホールクロップ川 fììi は i~( J)< 1-. j嵩"1/ix l品~Ji:情なでí-j'勺 ている 。 二のため収維 JUJ I:l fl，'t f多
h(1の食川稲のんが引く、まず従去の 1'1脱型コンパインとして食川隔を収砲し、その後
ホールクロップ川アタッチメントに4占せ儲えてホールクロップ川陥を収検している 。
なお、実用機はコンテナサイロのう占J・7の他に、 'IJfJ. .1に iJ'したようにテーブルリワ卜





収般機と流通川コンテナサイロを開発し、その門主体系、作業 tì~ 中 ~lj について検討し
た。







2 .本機の特徴は lil見型コンパイ ンとの両川械であり、脱殺msと;ドールクロッ /JIJア
タッチメントとの+1'1的み許えがれItiE な梢込としたことにより、機械 'i~ の節減につな
がるものと推察される
I I 
?，r1 2 uIi 稲ホ ー ルクロップJIカッティングロ ー ルベ ラのUIJ発
~r. ，.， 
'Îíj 節において、自脱}~'!コンパインを fll nIした 7H.川明稲ホ ー ルクロ"/ブ川収地機と mE
.iJ!i川コンテナサイロを開発し、刈取り作業とサイレ-:; :J!J 叫(~: 来を 1，，111与に行い、パラ
サイレージをコンテナサイロでirl.iitiする β訟について検討した。 その村民、1'11佐川コ
ンパインの，.I'11T1機とすることで、米去をrl]心とした作業受託組織に*1泊先機をえり人す
ることにより効率的な Aiホールクロップサイレ ・ ジの'1rl( と(~l..illi体系を確立し/・
しかし、コンテナサイロの質 i止、材料稲詰め込み後のハンドリングの!日J :l.ijえS~， に伐汽






d作機の十1:能試験をfTうための供ぷ稲の状15は、試験 1hli 場およひ品験 2hli J~~ とも
10 a区画 (10mX 100m) のJI<1においてヤマヒカリをJ1Iい、第 l市の状J;'i1.に叩じ
て棋水上出11散蝿栽培払で行った なお、試験 l、試験 2のホールクロッブJlIfiTiの位
打I1父母は点 13のとおりであった。
2 .試作機の e没計日掠





してf1脱出コンハインの脱流 f{l~ との相 'j， W み村えが "11i~ι 桃 Jむとする 。




稗長 穂長 生草収量 乾物串 乾物収嵐 槌部割合
項 自 c 熟期ロロ
C置 cm kg/ a % kg/ a DI% 
試験1 ヤマヒカリ 員熟期 71. 5 17.5 240.9 41. 8 10. 7 43. 1 


















運搬後、 '1ニ11'UiJ ilで定凶式ベールラッパをmい常1-1処仰念行った ぷ峨 2では、え足踏
ロスの軒減を 1的にlliI場外に搬1¥後、農道で ll~ ちに街 1・1 処 JII'をfJヲ t-
結果
試作した稲ホールクロップ川カッティングロールベーラの概吹を |χ16およびム 14，こ
示した》ふ機も IVI節の汎川出収碓機と問機に、 n脱引コンパインとの 1'I川機とするた
め、ベース機は 4条刈り n脱噌コンパインとした 従って本織は nll見引コンハインの
走行部、メIJlfl{郎、搬送部をそのまま利用し、脱穀郎の付わりにディスク引力 '/タおよ
び定形式ロールベーラ (φ900mm)のロール成形主 (baI c chambcr :ベールチャン
パ)を供峠したものであり、 riJと式タイレクットカット jjパの CJールペーヲである
また材料稲のベールチャンパへの送り込み機梢は、ピ 1 ク fッフ jjよからベルトコン
ベアん人に改itiした 。
本機の4徴はj迫n・リイレージ，J.¥l;.ll!iのための1fJi宇'，:)立tlH8とnール断{小Iljσ)'(1 ))化のた
め、判中1fil1-1) Itr 後ロール1戊JI;カハlJ1jをなカッウインク機机1:-KI ~IJ 人 At 1:.、二とにあ る
??
? ??
|一取山一|←♂ンー小一 一一 一 l



















レシプロ式 (メIJ幅:1. 400mm) 
25. 8/2. 800 
HST 
ゴム履帯
φ900 x 850 
ディスク型カッター
ベルトコンベア方式
つまり、 Im~ 明コンパインのレシプロ型モーアで刈り!日り、，. .T:ーンコンベアで踏送
されてきたホールクロップtlJ稲を新たに詰許したチェーンコンペγでベールチャンパ
前部に取り付けたディスク噌カッタまで搬送し却l断後、ベルト コンベアでベールチャ
ンパへ送り込みロールベールを成形する 。 またふ院のもう ・つのH慣としては、，ji述
のように収投機のj凡川.fl川を 1(t'-Jに、ディスク~~'!カッタ寸ベ ールチャンパ 郎を - 体楠
造としたロールベール川アタッチメントとし、rI脱!~'~コンパインの II~~ .~~日I~ との十11 'i .fl~ 
み斡えをnI能としたことにある 。 この場合のみ体フレームとの脱 j'iん人は，jiJIlIのホー
ルクロップ川アタッチメントと|司織に 4ノドのボルトで1(，1Aëし、制 )J の (1 、 i土も 1'1 11位}~')コ
ンパインの I1見~郎を 111 1 転させるための V プーリと 3 み:の V ベルトで行うこととした む
従ってみ;機は rJ脱明コンパイン、前節で開発した稲ホールク(.)ップ11)( 地機、 fjnホー
ルクロップJ1J:カッティングロールベーラの 3桔の収地機として使JIJすることができる。
本機の作業{也事は長 15に小したとおりであり、ディスク}~'!カッタの IJJ ~tJr }J 1I:1!f"jを 1，1 
cmに設定して{謝在した結来、刷場作業出 9.9a / hであり、 liIjJ，~ 幼 ~f1 は :15.7 % と 低い
他となった 3 ただし、この場合の作業行程はロールベーラが1M包作業終 f後にI!li場外
まで持動し、出泊でロールを排出させ、その後、 rJ~ び [1m 場内に民り、刈 11児り. t1M包作
業を行って捌合したt占拠である。また行桂日1Iの作業時11をよ 1()に心したが、ロール
ベーラが~lìI山内を移動している時間が全作業時間の 48.1% とな ) t. 
次に附包性能の訓1d占拠を.l<17に示した。まず、試作 lU機 CIJ ;: f スク'~')力ッタ
の切断jJ1日I1凶を 15cmに。没5.eし岬査した。さらに改良機として 切断メJ111切を 7cmに放く
するとともに、附包内の均-化を u的に凶 7に示したようにディ λ ク'¥');カッタの卜部
に 6枚の出作川ビータを取り付けて、同様の樹包性能を訓合した。 切1r}J I:JI陥を 11cm 
に設定した場《の平均切断長は 15.4 cmであり、倒包市J[は 103.6kg • DM rd、ロール
成形ロスは 4.3%であった。次に切断刀間隔を 7cmlこ設定した jι弘合、、|ιj句切l1i1えは8.
5cmとなり、捌包If，:1立.は 11 3.6 k g • D ~I/ m' に向.1:したが、口一ル I!~ If~ nスIJ.逆に 5.2
%にI皆川lした。
本機を川いた j封合のロールの形状は、 n 脱 J~'J コンパインの刈 HIr! m~ 、服送却をそのま
まやIJII していることヵ、ら、ロールの)'，' 側に f!!\ 古I~ ヵ、比'1'する MIÎ'J にあり、 、二 0) XI !fiとし

























刈取・欄包 旋回 小計 往路 復路 (トワイY巻) 小計
平均時間(s ) 113.4 26. 0 139. 4 50. 4 73.0 (60.7) 123. 4 
標準偏差 7.2 24. 6 28. 0 25.6 ( 2.5) 
c、






平均切断長 水分 ロー ノレ径 ロール幅 質 id 密度 成形ロ ス 運搬ロ ス
項 目
C田 % C田 cm kg kg.DIl/m' % % 
試作1号機 15. 4 58. 2 92. 0 87.4 14. 0 103.6 4. 3 9. 1 













試料採取 穂部分布 水分 有機酸組成現物中% 7リ・ク 一般成分 乾物中%
項 自 pH 
酢酸酪酸乳酸総酸 評点 粗蛋白質粗脂肪 粗繊維租灰分位置 割合% % NFE 
穂先側 96.8 45. 7 5. 2 O. 17 。0.48 0.65 93 7. 83 2. 63 68.50 15. 16 5.88 
試作1号機
73. 2 4. 6 O. 35 O. 08 O. 53 O. 95 31 4. 16 1. 96 株元側 3. 2 47.54 34. 22 12.12 
穣先側 69.9 38. 7 5.3 0.06 。0.24 0.30 97 7. 01 2. 85 6. 96 18. 2 4. 96 司申・， 
試作改良機




(試作 137機)と取り付け後 (誌作改良機)にロ ールを1X.Jf~ し、それ ぞれ の ロ ー ルを
輪切りに 2 分 ~I;IJ し、他郎の分 (11 状成、発醇品目、 ・舵11(う}を制官官 した(ポ18)叶 ピー
タ取り付け，jiでは制郎全体の96.8%がロールの片側 (地先側)に出'1'し、{也 Jj(n Ji:. 
側)には 3.2 0/0の舵自I~ が認められるだけであった 。 このため口 ー ル内の先前品目、
般成分に大きな ;庄が 'I ~ じた 。 次にビータ取り付け後は、 f~J'. 先制IJ の Ni ~j~ が 69.9 % とはり、
株 JC 側にも 30.1% の馳古I~ かぷめられるようになったか、先M .，1 ~Ii 、 . A¥tI戊分からみる
と断-lí:な改丹効w:は í~} られなかった
身寮
ロールベーラは乾市や藁紙の収集 ・ 楠包川作業機として!HJ 免され、その後 I~':J I}<分材
料を閥包できるサイレージ'1Elf向けの機種に改良されてきた b11 。 このようにロール
ベーラやベールラッパの??及とともにロールベールサイレ ージ体系の JQ状や!日l地点に
関する数多くの柑告 33. 3 8.什・リ・H ・H ・H ・H ・11. . I 8れ がなされてきた。 これらの
報告の小でロールベール体系の特徴としては、収描作業 ti~ ~ドが正Jj いことやワンマンオ
ベレーションかれJ1.危なことであると指摘している さらに転検知11の fl心式ロール
ベーラの開発やカッティングロールベーラの開発に関する研究 j6 I む進められている
そこで本町jでは軟弱lIIi1場を対象とした稲ホールクロップ川 !Jツフイングロールベー
ラを |泊先し、その作業能不を制官したが、四論作業 J.~ に比較して llliIJM f'1 え 1 .1' か {l~ く、
刷場効率が北:しく低い仙となった 。 これは 、 特に本調介では過;~~.!l1iI Jl，~を対象としてお
り、成形したロールをhl1場内で排IHすることはロールム1(1の叫;れや|砂の tl人を附く
恐れがある このため作業行胞が 1ロールずつロールヘ ゥかhnl場外ま で持動して
ロールを排出させたため、 11邸内移動時聞か全作業時1mの約半分を .Iiめた 、二と が人・き
な傾向と考えられる
官主j処仰についてはAEi"l式ベールラッパを川いてストレ ッチフィルムで市H処仰を
行ったが、試験 iではhliJþ~ 外に排 1 \したロールをトラ y クで.iiJi服役に街 H 処聞を(Jい、
試験 2では股辺において栴J'-t処仰をirった *機{よカッテイ ング同仇がWh人れ であ
ることから紺l断した材料柿を州包するため、持動 111放が多くなるは とがjJuiれに よ る.i!E
搬ロスむ人・さくなる (以験 1 辺搬ロス 9.1%、以峨 2 . Ail[ J~~ 1 Jλ1. (j% ) itって
??
間包の粘東方式を羽 (1:のト ワイン }j式 (結束ピ・ッチ:1 Ocm)からネットノJ式に改良す
るか、あるいは本機と制作j生を行うへールラッパをIl~t し、 ilJM 内で ll~1 勾に涜J;j処問
を行うことにより、これらの問題点は解決できるものと行えられる 。
本憾の特徴はカッティング機楠を組み入れたことにあるか、 Hl(1: 1:先されている
カッテイングロールベーフの切断機構 31 包‘』 は、ピックアップ演目のtui主に飽故のナ
イフを取り付け、材料!，~がこのナイフ 1: を流れる時にスパ f ラルローラで押し勺けら
れて切断される機摘が・般的である。4-機の崩fTはタイレクトカットゐんであり、こ




イレージ調製ができること 86 、解体作業の省 )j 化による給 ti 時 11\1の ~V 粉 I 8. • Itなと
が上げられるか、逆に切断i乏か短いほど成形ロスか人きくなると日われている υ.6. I 
本調布でもディスク噌カッタの切断刃間隔を14cmから 7cmに伏くする ζ とにより、材
料稲の切断長は制くはり、、1乙均切断長が 8.6cmで=も υールf&.Jf~は十分に "Ili位であり、
梱包市度は約 10%向上したが成形ロスは憎加した しかし、サイレ-:; .'n，'fの安定、
いや給リロス I~ ，を巧，.~告すると成}~ロスの噌)JfIは大きな Inl:却にならないものと HL 察さ
れる 。
本機のもう・つの特徴は n脱明コンパインとの Ilh]Hl 機であり、 }Jツフインク機桃と
ベールテャンパ部を・体制治としたロールベール川アタッチメントとしたことにある。
従って本機の材料析のぬれは、日脱1'~コンパインの刈取却で収他された稲はチェーン
コンベアにより j般送されてくる その後、ロールベールJIlアタッチのチ L ーンコンペ
アに受け渡されディスク型カッタで切断主れて1ドに治ち、そのままベルトコンベγ
でベールチャンバ内に巡はれロール成形を行う 。 乙の似合、ノト‘j慢を Il、てJ点j杉した
ロールの Jf~ ~人は、 liÎl .tiliのように馳郎がロールの }i側に仏4る何I;'Jにある ，、二 れは、1'1脱
J{'jコンパインの ('k収般のt誌の、脱殺部までの材料fi(のぬれはチ .1.ーンこ1ンベアによ
り立 ι状態のまま科条分を .v;して、材料稲の株 Jしと他行ん 2イのチム ーン了1ンヘア
でっかみ、 i出先をHiJ，えた /K、l'~k 態として 11見殺部のこさ 111，，1 に J'!.iり込まれる机 Jii1 となって
I I 
おり、これらの隈怖をそのまま利川していることに，u:(A.j .1'ると行え られる 。 従って陪
部の多い部分は発両手品'白、 ・般成分からみて刊サイレー ジとuiI'!し、逆の他自lSの少な
い部分は柿;集-i)'イレー ヅにfJj似している。 この対混としてロール内の，K;J・化を IJ的に
ビータによる陥 tl~ を検討した 。 ピータの取り付けにより、地点f~ の約 30% が逆ß[IJ (はん
仰J)まで移動された が、免酔品質、 ー般成分からみると断抗. な幼~は認められなかっ
た。これは、ディスク }t~ カッタとビータまでの距離とピータからベルトコンベアまで
の距離が短いため、 l分に恕lt(!されないためと ft務され る。 しかし、ロールベールは
舎内給与lI!jでは解体後給与されており、さらに今後、ロールベールリイレージについ
ても TMR 持制技術と結びっくものと考えられ~ 1 )、み:機でtlH包した ロールは切断さ
れていることにより、前体作業が容易であるとともに、 Il'iI妥協J';制判 との似合む I'Jíi~ 
であり、本機の+IJ川効*は人・きいものと推察される
なお、本機についても写点 5、 6に示したように実川化され、米先1(1心のオベレー









排水不良川をやj 川した稲ホールクロップサイレーシの~1": f7( Ifii J!.!1体系を佐立するため、
fl 脱}~~コンパインを，fllJIした稲ホールクロップ川カッチインクロ ールへーラを|泊先し
た。
1. 1l~1 免したロールベーラは rl 脱抑コンパインの刈取日I~ ・ 1般送部、心 fj m~ 、以('1'NSを
そのままや11し、II!l怜郎笥;の付わりにディスク}~"カッ夕、へールチ "\'ンパ i~l~ ~rj のロー
ルベール川 γ タッ fントを品。hk:したしのであり、 rIII~~ }¥'I J ンパインの1I1;~";J1" {:ISとの川 J'-_
I 2 
写真 5.脱殺部等を取り外した自脱型コンパイン
注)脱報部等はこぎ胴部、グレンタンク部、排噴処理用カ ・y タ部である 。
写真 6.稲ホ ルクロッフ朗カッテインクロ ー ルベ ノ (災川機)
13-





2. 4-機の切断機桃はベールチャンバ前部に装お したディスク引力ッタにより行い 、
切断ガIlIJ1同を 14cmと 7cmで刷包性能を調査した紡!具、 、Ji.j~ J lJ)削r1ミ8.6cm (切断メJ11 
|凶: 7 crn) でもロ ー ル成形は IJJ 能であり、切断 i乏を利くする ことにより、 州~街 j良は
向上したが、ロ ールI!X.J隠ロスは}円1J11した 。
3. r円IJ脱l悦見3明{目1コンパインの刈l取収郎、搬送部をそのまま 4ρ利lりJ1川 しているため、ロ一ル l内付のμ
質にイ不く均一が J什生i主じた この文奈対、;t策としてテデ.イスク q塑1カツ夕のド剖郎1にピ一夕を討技iよ抗:したが、
卜分な効果はt惚悲められなかつた。




出 3bfj テープル 1)フト Hき自主よベ ルラッパおよび
ティラ)I:Jロー ルベールハンドリング機関のl;178
*~ .ーム2n 
1980W 代の後、I~ からロールベールをストレッチフィルムで市 H して・リイレージ化す
るベールラッパが4+人され、省))的かつ I吉i 能，t~ なロールへールサイレージ体系が2、述
にf及しつつある。 Ji，筒lにおいては、流通形態をロールベールサイレージとすること
をJiIj1.Mに、 UトfOH出家がホールクロップ稲を収柚，0品製サる止めの fì自 . I ~ ールクロップJlJ
カッテイングロールベーラを開発し、このロ ールベールの市川作業には定i'(入ベール
ラッパを使川した c また J，!{i: U日発されているベールラッパ(よ定 ji"，'Aの他にhli場内で情
封作業を行うためのけん引式のベールラッパかある この化 '1パベールラッパでは
ロールベーうかIJil出内にlJI::1¥したロールを抱え込み )jパやすくい 1-げ )jよでベール
ラッパ.1:に的み込むノJ式が幽4 般的である '。 しかし、ホールク口ッブ1J fiをロール
ベールサイレージとして制御する場合、収段 JVJ にベールラッパを笠抗した大 J~') ~筏仙の
導入か口JtiEなMil助条 {l1に校内できることか必変となり、秋山lil切のJM0ではベール
ラッパをけん引した助作の必1r性や F 度ロールベーラかhlil劫l人lにロ ールをvl:1¥するこ
とは、ロールムIlnの陥れや u沙の出入を如き、良日サイレ・ジ州国か1+1雌になる そ
こで、前町jの作業体系のようにロールベーラがh岡山内を移似し、山地ちにロールをVI







品作機の↑'1:íì~ ，.tI:験を1rうために、 10 a [5<， 111 hli場 ((OIl Y(OO rn) において'11佐川の
ヤマヒプj りをめ i 中の Al j日 il: に叩i じて ~l .tたした d なお、本以M1 での;1; ー ルク 1I ッブ川
，1 5 
稲の'1.:(i・収 fItは定 19のとおり、 '1:.fl~: 収 11t 270kg/ a、乾物収Jil. I I 0 k g / elであ った
2，供試ロールペー ラ
前節で1If1発した稲ホールクロヴプ川カ ッテイングロ ー ルベー ラ(試作機) をIf)t、て、
ホールクロップ1fiHの刈取り、倒包作業を行った 。
3 ，ベールラッパ、ロールベールハンドリング機訟の設計 1.1t:¥'! 
軟弱&1iIj誌を対製としたベールラッパの開発と大巾卜ぅクタを 111~ 、ずにロールの移動
を行うためのロールベールハンドリング機器の問先に先立勺て、 1 : な投~;l' I I 肢をみ〈の
とおり設定した 。
(1)ベ ールラッパ
ω本1T袋 I¥'"には ゴム凶fi?を利川した 自£式ベールラッハιすること 。
ωロールベーラから排出されたロ ールを 側場内に治『とさずにベ ルラッパ|に仙
み込むことが IJ能なこと 。
3 ストレッチフィルム巻き付け後のロールも[lliI邸内に ìi{ とさずにトラック古; のえ~
搬市に容討にwみ込むことが司能なこと 。
(2)υ ールベールハンドリング機器
(1)対象ベール、j訟は 1'1筏900"'- 1， OOOmm 、 ~;'j 1， OOOmm以内とする υ
@ロー ルベールの制峨およびJill搬時にストレッチ フィルムを峨liさUないこと 。
(3)ロール相似後、移動が容易な こと。
ω大引ト ラクタを JlH、ずに、 ティラけん引式 とすること ο





M'品質を.Jt1守した 。 なお発的品質についてはロールヘ・ルをノ ~ ")クリイロ (().lm






稗長 穂長 生草収量 乾物串 乾物収量
cm cm kg/ a % kg/ a 






似I8 .テーブルリフト付き白准式ベールウ ッパの概県 1:X1
表20. 自走式ベールラ ッパの主要緒元














8. 5/2. 750 
HST 
ゴム履帯




ヒッチ gi~ が仁川し、ティラの陥転が考えられる。このた め訊(~ : 慌の安全性守を調
資するために、~(午憾。11I のヒ ・y チ郎に 60kgのウエイトを袋行した 1M f'iとのエイト
無袋行の場合について m心{立 i月を測定した 。 なお1ft心{立川(J γ ーム li~lJ 1与と l，i.i/ 
時について '~'I' ~人態でヒッチ部を懸 ìf~ し、 rld本が木、1'- となる II.J の懸提 m~.1R 1'"仙 '1、
アーム先端部までの jえさ ~ry を ìJllI 定し算出した また、ヒッチ向mが okgとなる時
のロール'{l1.をfll!命日Jfì~W 般質 i止として n. 1'"したい
作業↑'1:1ì~ の訓 1今は、トラック(拘台高さ 105 cm)にフィルムで被出i去のロー













}j式は、リフトアームでロールを怖からすくい上ける }jJ¥ ' 11 やリフト γ ームと ir~1'" 
に也てた駅長ihローラでロールを扶持して引き 1-げる }j式 31 .などがあるか、いずれの
機構についてもロールベーラか -ー1St刷場内にロールを仙台1¥し、その後ベールラ ・ソパが
止行しながらロールをwみ込むlJ式である 従ってこのような機桃では秋似[ili切で('1'
業を frうJ弘介、は [1 ルム1(1の陥れや L:.砂のM人を!日く恐れが多い e イ同(よ lij占のよ















!ヌ11.ベールラッパから21搬小へのロ ールの向降ろし h.!t 
月 l
ロールベーラからlJI.1したロ ールを(lJi1場に稀とすことなく tul書受持しをfJ'い、制 10の
ようにターンテーブル 1-に"1&せることができる。 この Jjパにより口 ールの受政し作主
において、 1:砂の悦人:54は全く認められなかった d またりフトアーム 1:に口ールを.1&
せた場作の 1;体がMIくロール白川をiflJAEした。 この場内、)，" aliのゴムkil-:i!が浮 1-する
ロール質1tは 250kgであり、ホールクロップ川右iの附包t!fil (よ 150kg'Iijj去のため、こ
の作業においてみ:機の拙転はdめられず安全に作業を{i唱うことができた。
フィルムで情封処聞が光 f 後のロールの何降ろし刊-~は、 ・般的にベルト版助ロー
ラが後ノiまたは側んにダンプしてロールを脳場内へbx1¥する :11) 。 この仰 |切ろし(午:!R
についても、特にホールクロップJ1稲の収槌の助作、切株によりノ fルムのm似をIf{
く恐れがある。また h1i] lþ} へ欣 II~ したフィルム被撹後のロールはトラクタのフロント
ローダへ装おするの川アタッチメントや本凹 20 )が開発したロールベ ル口一 I~' ワゴ
ンにより附場外へjilひ/l¥すことが必要となる *機についてはフィルムを似Hl占せず
に、しかもロールのlliJ場外搬出作業の省力化を (jIJ{Jにリフト機怖を取り (.Jけた J す fぷ
わち、図11に示したようにターンテープル下部に取り付けたテーブルリフトにより
ターンテープルごと υールを '-，部に持ち tげ、駆動 uーラ部会後Jjにダンプよさせる 。
この機桃を平IJJIJすることにより、刷出内から山道等に院小してあるトウック写の.iili殿
市にも (f(接ロールを+1'1みを}えることができる。この場代、フィルムの往き{、jけ散につ
いては松本ら b0 )は保イf.性から 4Jr-i巻きが良質サイレージ，j，'J叫ができると刊行してお
り、ノド作業においても50%占ね、 4Ir1巻きで実施したが、ロールの仙み付え作業にお
いてフィルムの破1i1は全くぷめられなかった。
試作ベールラッパの;密封作業についての調官は、 10a Iバ(11[tli J.Mにおいてロールベー
ラか刈取り、間包作来を行っている間にベールラ yパがロールベ・ / 1孟 nl~ に ft1VJし、
ロールの受政しをfi'う('!j".u. 7 )。次に密封終了後は、ベールヲ ・yパがー JjJ; (iJのI2
道に移動し恥 ijfrj Iのトラックにロールの杭み料、えれ:来手iI'う。 4のl弘f?のロールの仏
み込みから jil慌wへの仰降ろしまでの{rn ~JIJ 作l!1I年 Itll を点 21 に '1 ' した 乙のような (1:
業iiNでi1った j誌作、ロールベーラからのロールの受政しから税J:I()o m、さらに[11以
外への I~~11¥作業の全てを{rい、 11年1H1吋たり 21.8 sAI令処flHサる ιとがでさる ，立た点
22には rt止J¥ベールフッパと*Ilfl来を行った j弘代のfi;1:ー ルク1:1ッブ11); .'/デ f ンク
5 L 
勺兵 7.ラップサイレージ調製のためのロールベ ーラとの車1fr業




項 目 往路 ロール搭載 ラ y ピング i!l路 ロー Jレ何降ろし 作業tiE串(個/h)
平均(s ) 27. 7 30.3 53.8 (52. 0) 53.0 21. 8 


















刈取 ・倒包旋回移動 停止 結束









ロールベーラの作部ijt唱を '1とした。前節のロールベ ラの(~:Wi fit唱と比較すると(よ
15) 、刷場内移動時1が説くなり 、刷場効率は広しく IiJ1:した。こ れは、ロールペー
ラと[lAE式ヘールラッパが 1.，1時に hlîl 邸内で作業を fj う二とにより、連続的作~ができ
るためである しかし、結点時1mが全作業の31.2%を山め、今後口ールベーうの作業
能率をさらにIJ卜させるためには、ダブルトワイン 方式やネット }jパにより tJjポ時!日i
の短縮をl刈ることか必岱である しかし、本体系ではロールヘ ルサイレージ制叫が
連続的に行うことができ、ベールの市対遅延による党組芯:によるん1'Clの劣化も|功ける






調製か吋 tìË であると報告リ • D 0 Jされており、本体系でもIjh~i どさを lt~ ふ とした。ラップ
サイレージおよびロール〆〈ッグザイレージは、ともに船 .1，ールク口 ッブサイレークを
紺l断してサイレージJ品製を行った場合の発酵品質に|刻する他の柑ftftZ パ・..， • 0 g1よ
りも 、 p11が刈く、乳般をA-めた行機酸生成fdが少ない傾向にあ 2た 杉本ら 均川 は
ロールベールサイレージは pIがlqく、乳般生成 1tが少ないのが特徴であると指摘し
ており、本試験においても luJ織な結果であった。 またバックん人 とフップんよの比較
ではラップサイレージは酷般がぷめられず、フリーク J点では (J必に lf:ii!j点 となった
糸川ら 36 J はロールベールに捌包した後、 12時WJを越えて前J.Jする と内部温度が 1:H-
し、品質の劣化をfiくと報告しており、杉本ら・け もいj刷所HをJ;tJ(tJとしている 。 本




lij述のI'lAEパベールゥッパの|泊先により、ホールク口 ッ jI1 ~，i\ 合 11包し、 hlilJ.~~ I'Jで
掛川処JIIlを行い、 トフ ック ^~1J の.iill l~~ ".へ砧み込むま Cの機械{本X:{. (，{( \~した F さら 1': 、
--;) :J 
表23.稲ローJレベー Jレサイレージの発酵品質
水分 有機酸組成現物中% 71) -う
項 目 pH 
% 酢酸 酪酸 乳酸 総酸 tfJ弐
ローJレラップサイロ 59. 3 5.38 O. 135 。O. 435 0.570 95 
ロールバッグサイロ 60.5 5.25 O. 254 0.019 0.477 O. 750 59 





その後の作業としては.illi損hl~からロールを降ろし、 {~1~' J品川ま で f.t動させることが必
要である ・般的にトラックやトレーラ等へのロールの悩み込み、 (.:j降ろし作業には
フォークリフトを川いたり、トラクタのフロントローダ1のハ ン ドリング機器として
ローラ式やクリップ式のりi川アタッチで行われている UBCl またトラック悩il&A、 ト
ラクタけん引Aのロールベールワゴン等の各種ロールベール辺服枝問が開発されつつ
あり、本日， 2 0' はMiIJ誌に分散したストレッチフィルム被柑後の CJ ルーベー ルの.i!1!船も
口J能なロールベールロードワゴンを開発した。しかし、これらのハンドリング階以は
大砲 ト ラクタが必叫であったり、 ~Ii 川の j運搬rItであり、従って軟剥Itlil 切や ~)t H出家を






プ部でロールを向子?に防11ii しはがら.i!E搬ができる機梢とした 。 小;機~ JII，、たトラック
からの荷降ろし作集は凶 1 3 に ïJ' したように、まずトラック後日I~ に後んから近寄り、リ
フトアームを L川させる。次にグリップ部でロールを|山liLし、さらにア ムを|二川さ
せてロールベールを トラックから離す。その後、凶14のようにロールを|山|出したまま
リフ トアームを折りたたみ、許可台に秘載 して巡搬する。この凶作、どッチ郎の J-J{.に
より、ティラの仙恥が弔えられる。この対策として試作機のとッチ日ISに60kgのウエイ
トを装おした場代とウエイト無投.ù・の場合の若心{古川をアーム，，~1ミ状態および折りた
たみ状態で ~IIJ 定し、ヒッチ向車が o kg となる時の捌包 ~111誌をJII\論I1J 自h<U 8日以として
算 Hl した(ム 25) 。 ヒッチ日rs に id も 1: 向きの )j がかかる状態はアームが ll~1ミ状態の時
であり、ウエイト自民法行のi訪台、 !E心位置は flitlIl付近(Iド MI からヒッチ m~ Jj ':1へ 180
mm )にあるか、 oOkgのウエイトをヒッチ部に設rIする ιとにより、 1心{立li:は'1+tl 
から前んへ433mmの{，Zji.... に移動した 。 ι の場介のJII'~命 "1ie 11 8 'eiJ;1I.1 1.[7 k gとなり、
filホールクロップのロールベールの抗日 lよ J50 kg Jij後であり、()(Jk g f'1~ 肢のウ..r_ イトを




















1. 300-2. 500 
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項 目 アーム最長状態 アーム折りたたみ状態
ヒッチ部ウエイト (kg) 。 60 。 60 
ヒッチ荷重 (kg) 20 60 36 80 
c) 
重心位置 (mm) 180 433 323 577 
d) 







この~ (~機を供試して、ト 弓ック(ぷ;j 合ぬさ: 105じm)からフィルムで 被凶 した
ロールのがI 降ろしを行い(り f~ 8 ) 、 20m 離れた{'~ ~~' Jl，~ I~r まで移動 d る j品作の(~: ，"fi íj~ 
ギを lJIjょした(点26)。本::.Jt tr:においてはili服抗日討を点制官iの:11¥~X IX: 1111 で実 hí~ したが 、
人Idr".にロールが移動することもなく作業を行う ことができた。こ れは')ワト γ ーム
でロールを荷台に固定しなからよ行するためであり、各作業においてフィルムの般的











l-.砂のi1t.入 、フィルムの敏行iは全 くdめられず、 i単純的に[l1ll場内でサイレ ージ 削叫が
nJ tì~ と江った 。
2. トラック等の運搬がにより輸送されてきたロールの仰向ろし f~ '!1~と 仇~ ~~; J~~ {!lrまで
のill!搬作業を行うため、ティラけんづ|式のロールベ ルノ、ンドリンク機日:;を1I.itした。
本機iよグリップ型リフトアームによりロールを|山1Ai..:してが1峰ろし、 i単搬Yl'!1!や (Jう機
摘であり、 20m 離れた似→ l\~ 場所までロールを修!政j 占せる則合の作本 Îj~ ~t~ (J ，15， 50}，' / h 
であった 。 また、これら n 楽においてフィルムの似H11J.セく認められず 、'ゐ~'Íそに '1守主
を(fうことができた。
-61 









kg cm cm S s 
153.8 91. 2 87. 0 31. 7 32.4 









第 3 l~~i' fiñ ホ ー ル ク ロ ップサイレ ー ジ の抗 Ì!lÍ化のため の総白品目 ~'I~(uli ll~ 
~~ . 4 rJ 
前市において、 m組出家をqJ心 と した米主の作業受託組織がホ ールク nッブ川掃を
紋惜し、これをサイレージとして市住民家に流通するための・辿の作部機械の開発を
行った 特にホールクロップ川稲をロールベールサイレ ージと して収他 .f.)，'d ;~ するた
めの稲ホールクロップJ1 :カッティングロールベーラ、 1'AL 八へ ルラ ッパ、計ィラ J1 
ロールベールノ、ンド リング機器の開発により、軟ωhlilJUで*ールクIlッ プ川firjの品目
サイレージ品製を辿私的に行うことができるとともに、行 )J的対tJL!I体系が揃i立できた。
ここで、完際に緋組出家が凋製した稲ホ ー ルクロップサイレ ージ を ~im民家にirlt.il 
させるためには、サイレージ品質を栄益面と発酵 ifii から適正に Pド似し :"~'， 級化するこ と
が必変である そこで本市では、まず栄益面iでの jsi卓なnf(11Iiのため、米乾胤試料を川
いた場合の NI R S +1川による d価法を確立し 10・、また発防rilIでの品'白抑制liのため
サイレージtl11¥械をJlIいた N I R Sの利mについて険討した 201BQ さらに品終的にfil
ホールクロップサ fレージの等級化を H的に AI r乎訟による栄・誕似fi.1.. 允 ~r .'111白を合
わせた総合MIíl ，;'~ (dh iLについて検dした。
材料およびん払
1. {)~試 材 料 引 と 1弘料の lìij 処即
ニミヨiV込山業技術センターおよび県内でとt産された稲ホ ールク n '1 /-1)イレ ーク 60λ
について、 1:サイレージをドライアイスとともにマルチブレンダ- -ルで出航粉砕後、
栄養価iJlI}，eのためのよ乾燥試料とした。 なお、{史1したブレンダー ミルのカ ップ'i;!it 
は 700ml であり、カップ中央部に ~t サイレージがくるようにド ラ イアイスでに 1; に扶
み、粉砕特11と粉砕粒J.Qの均一性について NI R Sの岐た低か ら険制し た。次に、こ
のよ乾燥試料50gにみf({ 1< 100mlを加え、 5cで 12時11冷必j，E1)1で ，'，pll~ï した後ろ i品 し 、
if}られたろ I{Uを免併品目iflitのための供試11: 1¥ i{主とした。
2 . 分析拠出
(出川した jj"J、外分光分fil"~11 ' はプランルー ペ 礼の fn r ra ^ 1y z e r fi() () 1¥')(、A牝t却1i仏n
???
の測定には471水分以判ilt定川のオープンカップを川い、 tl1¥ i伎のil定には20"(;にJI:1¥ 





栄養仰iの分flrJft r 1，よ・般成分分析法から水分、*Il出 "11江 (Crudcprolcin : C P) 
キfl脂肪 (Ethcrcxtract : E E) 、本1灰分 (Crudcash :八 SI [ )、平Il紬*fI (C r udc 
fibcr :CFi) の 5JU 1と椴性デタージェント繊維 (Aciddctcrgcnt fibcr A 0 
F )および酔ぷ分析法で叫られる細胞内容物 (urganicccllular contcnts: 0 C 
C) 、細胞壁物質 (Organiccell wall : 0 C ¥V)、低消化判:織紺，(Organic b frac 
t i on : 0 b )の 3項目とした 試料の分析点法とし て は本乾燥弘幸|のた学データを
取った後、 Il'iちに乾燥法により水分を測定し、政りの品料は.18時HlI位脱後、 ，高生成分
は常法で求め、 A0 F'はデタージェント法の以分fillEする )i():11で求めた。 また府主
分析では阿部"のゐ訟により OCC、OCW、obの正 IJtをiJ・っ た。
(2)発酵品質
発酵品質の分析.1fi1は、 pI、乳酸、酢酸、 プロピオン般、附般以|の VFA、ド!(
発性島j)占態笥ぷ (Volatilebasic nitorogcn: V日N) 、令筑紫 (Total nitorogcn 
: T N)とした。分析ん法としては pI は pIlメ ー夕、 (J機般{よ BT B党色仏によ
る高速液体クロマトグラフ iJ:2 I )、VBNはJt<t金丸雄官(i):、γNはケルタ.ー ル出で求
めた。な お、側々に定1.tされた有機駿のうち、酌:椴 .1プロピオン般 (C2tC3)
酪蔽以上の VFA (CI-f・)をn:Bした《 これは、側々にitl;t した{f ~境般を フリーク
法に吋てはめる j弘代、 C2 + C 3はフリークの持制法で定J.tされる酢般の舶に、 ι」
十は酪般の{L(!と・致することが舵認さ れているためである骨l
また稲ホールクロップサイレージの発両手品質を，jftliするため、 、ニ れらの分析仙より
n本でlib +IJJIl cさ れ ている (f機般車HI点を川いた従本のフリーク I;'f 九とか，In の変 ~fl に弔
点をおいて tlJ"ノト場}か出来した V ScoreによるJ山をn11¥し 1t ~，~した
2) N 1 R Sによる分析
1， 5 
(1)キャリプレーシロン
NIRSによる検lit線 (Calibration :キャリプレ ーシ ョン) は.，10 ."f，~の駄料をJIl l 、
て、 2波長から 7波長までの変敏明加型の重間対分析を行い、限期民法 S E )が小
さく、 uf十I関係数(R )と F~[自が I品も大きくなる掻!日l 品i .r\ を i主 tJ~ した 。 今ャリプレー
ションした項目は栄益価では化学分析を行った全瓜'.1(9 1&分)とし、允酔品質では
酢酸、断階(C 4 ト)、1fJ!般+プロピオン般(C 2トC3 )、総 VF Aおよび全空紫
とした 。 なお、全密紫については未乾燥試料をJll~、てトャリプレーシロンを fr った
(2)プレディクション
有効性の検，1r (P r c d i c t i 0 n :プレディクション)のために、札γ:分析。Miがう}か勺て
いるプレディクション川試料20点を用意し、キャリプレーシ :I ンでi!jlられた式による
推定値との|則係を調べた なお、キャリプレーションJlI ，~料とブレディクション 111 試
料の分頒は 60点の試料の化学分析値全体の分布を調べておき、 r111j 試判 U~ に (';ú りかはい
ように均等に分知しておいた a また、推定精度のR.示法にはHf， 定限定の出司fqi~ l.~ (S t 
andard dcviation of prcdiction S 0 P) 、推定以Jむの平.p..J (11'(b i a s )の他、 1<~If 
ら 66 ) によるt{{;AE *t'J I立の ú\~ 価指数 (Evaluation index: E 1 )を辿iJりした 。 なお、こ
こで表示した S0 Pはノ〈イアス補正後の予測牒準誤去をポし 3U I 、Mclchingcrら 6I ) 
の示す SE P (Standard error of prediction)と問織の内科であり、作lfIiJ.E打1・J立の
表示法の1'i"11¥ 式は以ドのとおりである 。
DP~f 工 (x y) -L Cx-y) /n} 
n - 1 













ここでは、 x: N 1 R S 推定航、 y 化学分析([(，、 n 試料以、 ~angc 試 n の化学
分析仙の分イ1純jJlを示す。





finホールクロップ・リイレージの栄長自lIiに!見|する JU1 (γ1> N、ι1)、 CI・i) と允
???，
df. ，¥} 1ftに関する r(iI ~ I (VsN TN、昨的、間借)を 1 l 、て階!凶|え|を作成し、~ J(I 1の 'E'lt 
j立を故仙的に定すことを目的に、制料、自白山、 l句 11 て に関わる川究I~H系 ff ~ I .~うと ìU{' )え
関係行 1名のJI'~名による八 日 pアンケー ト!l，'J白，II を;k馳iし解析したい .N'o さら
に、この重要度をもとに評価以単を策定した。
結 m
1. N I R Sによる栄養成分の批定
N 1 R Sで事Ilft'iJ料の成分分析を(Jう勘合、.iJli'1;¥' lij処IQとして位以 ・粉昨をiJ'うこと
が必設であるが、ふ試験ではJ1I熱乾燥による成分の変成を|坊ざ、 li処即時1:1を組制す
る1的で、永乾燥サイレージを，，'!接持IJ定する H訟について検討した。 この場代、以H
の均 a 化が重要なfUJ題となる 4930 このため、/レンダーミルによる粉砕叫11とY..J
十J:に ついて NIRSの光学データから検討した )1<.27に粉砕 1与11が波長 1680nmおよび
2230nmでの試料をよめたオープンカップの州転による吸光!庄の :企. 仙に及ぼす~'; '~!lf を'1'
した。なお、 1680nmおよび2230nmは r.捗フィルタ叩 N 1 R Sのhli1バンドとして J1I~、
られている波長であり、特に成分代 i斗に影響されにくい被kと占れている A砲}。 この





係数、 F値とも 171いil'lでありuHな結果であった u この F{Itlは1"Mによる変動を""J，a 
からの変動(阿川によって説明できない誤差)で除した純であり， . I 、1"山パの悦 lりj
)J の品さを示しており、同帰 J~ を~択する場合の hl 終的統計五i と主れている h. . ， 
1"1作成したキャリプレーションのtJlでも、村にノk分はF'Mi が Jl L 1it に I~:JくI達H t，~ キャリ
プレーションであることがぷされた。次にやャ 1)ノレーシ J ンでf!lられた 1"'J，'I ょにを川
いて、フレディクシゴンを行った結J.flを五29に'J'した U これによると行I皮分 と もs[) 
p、 B i a sとらに小さく、 NIRSでの推定{l"!と').[;際の化'，:.，分l1iM!とのl担If:をふし





平均 変動係数 平均 変動係数
a> 
1分間 O. 65263 O. 46 1. 06475 0.38 
a> 
3分間 0.66839 O. 12 1. 06119 O. 10 
a> 
5分間 0.66791 O. 15 1. 06105 O. 08 
a> 
7分間 O. 66866 O. 13 1. 06115 O. 10 
ーー唱曲骨骨ー申ーーーーー一一ーー
b> 







栄養成分 サンプJレ数 平均値 m相関係数 SEC F倒 採 JI 被 長
水 分 40 66.03 O. 992 1. 003 1231 1580. 1572. 1292. 1200 
C P 40 2.39 O. 957 0.212 270 2492.2344.1448 
E 40 0.82 O. 965 0.066 254 1680.1716.2136.1328 
八sh 40 2.95 O. 963 0.302 182 1224.1244.1196.1880.1416 
CFi 40 8. 14 O. 958 0.327 285 2216.2236. 1144 
ADF 40 1l. 54 O. 949 0.577 171 2216.2232.2412.2496 
OCW 40 17.85 0.941 O. 943 194 2268. 2284. 1784 
OCC 40 13.68 O. 988 1.097 777 2324. 2348， 1352. 1984 
Ob 40 15. 75 0.963 O. 732 184 2256. 2276. 1556. 2272. 2284 
a)化学分析仰の平均値である。










































24. 78 -4.60 













S D P Bias 






O. 71 O. 23 
1. 75 -0.25 

















a) N 1 R S推定値と化学分析値との間の相関係数である。
b)推定誤差の標準偏差 (standarddeviation of prediction) 
2 xSDP 
c)推定精度の評価指数 (evaluationindex : E 1) =一五百τx100 (%) 
d)推定精度の評価指数による分類
A : E 1 =12.4%以下 (verygood) ， B : E 1 = 2.5 -24. 9% (good) 
C : E 1 =25.0-37.4% (fair) ，D: E 1 =37.5-49.9% (poor) 
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fF分析 1'!と人きくずれることはなか勺た 、 また水野ら 6G ， のj!l-';七するやャリプレー
ションの推定枯度の評価指紋 (E1 IU)により分mすると、ゆく j}は極めてIWAEWI庄の











いて特民的な吸収ノ〈ンド(セルロース:2268nm， -4シゥン 2253nm、リク.ン:2 :l81 
nOl写)が出められ、また 一般に û(f 認されている披k の M~t'l ‘からし、今1"1作成し
た検町線の{史m被長の・部は、これら成分に件I*='~る ili i!.l.の波長を川いている ζ とが
認められた。 しかし、使川被1"の11には説明のつきにくい校長む i笠択されており、今
後 、[11M式の安定性からも、乙れらの波長について検".1'9 る必~がある の
2. N 1 R Sによる発酔品目成分の推定
NIRSで推定する発酔品質に閃わる成分を決定するために、 fliホールク t・3・y ブサ
イレージの発酵品質にl刻する成分の基本統計.'1¥を点30に 1)ミした。これによると、ホー
ルクロップ1稲を糊熟期~品旅JVIに収技し、ホールクロップサイレ ージ に:.1，'，1:}1 9ると、
JK分は60% li後に分布し、 p II は比較的尚く、乳般 ~IJI か 11~ いわりに M: 附九 Iji が 1:・:;く、
間階もぷめられる 。従って、乳般、酢般、制般の m:jl の比中で ~'f }.I_I，、 を1i1¥するつリー
クJ点では、、I[同点で25点と{民い点数となった。 しかし、 VB N / T N (J() % f'.: 1stと
低く、次市に対する晴~f f'I:も良好であるという他の柑(!;け.I 0わ からむ、フリ一ク "f 
λf点s
『ω:f口叫.7可;jJ木k 分.ザリイレ一ジ J川|日i として J叫足~忠4 されたものであ tり)、干し般党内子か/)[ J{(ぷれる ιとをliJj!{ 
表30.発酵品質評価用試料の化学分析値に関する基本統計量
項 目 平均 標準偏差 変動係数
水分 61. 66 5. 92 9. 60 
p H 4.87 0.48 9. 86 
a) 
乳酸 o. 14 O. 02 14. 29 
b) 
C2+ C3 O. 33 O. 04 12. 12 
C) 
C4+ 0.14 o. 02 14. 29 
d】
YBN/TN 6.01 3. 40 56.57 
7 'J・9評点 24. 72 






としている 。 このため、柾木 aぺ， (J. j遣う|との予乾サイレ ージの /K分 (60-70%) の ，i[!11 
よりもさらに 1<分を低ドさせたサイレージでは、すべ てのi肖のt的地を1えるもので あ
り、このような先酔抑制刷のサイレージでは、フリ 一 クtF引、'1ドl)点'
ている そこで、 l凶99例41作「にhI似tI正Eí本4ド三 ~ ~ ， によるサイレ一 ジ允n併干Aμ品t/A』1'，町瓜の押新i~'詐‘干ド((臼仙仙'(\品仙Ih 1.以jよ;として、 V 
BN T 、N、 VFAをt桁行t棋3浪1と寸.る詳h制佃側1阿li法 (V SCωORE) がj促足:案梨された 。 こ0の)¥ SCOREは
VsN TNと酢酸十ブロピオン般合iμEA:、前階以 1:の Vi" A rt litをA.liし、点以配分
を50: 10 : 40に害IJり振って;W((lIi サるものであり、 こ の印刷 )I~ 唯にべもじてfm;1;ー ルク
ロップサイレージの発貯M，nを持制すると、(i.均点で77，I;I.~ と品質サイレ ージ lごうJUi ，され
た。 このように稲ホールクロップサイレージの水分 A'It 、免肝形態、 11件~(-t'l: ~，; ， から、
また今後、サイレージの允貯品質の評価基準はフリ ー クr.'I~ 仙i 訟に併わり、 V SCOREiJ: 
になるものと考えられるため、 NIRSで推定する成分もこれらの成分に つ いて・1・ヤ
リプレーションを行うこととした 3 ただし、 VB N;'¥' 1;1 は側めて (t~ く、 N 1 I~ Sで Jf
定することは困難と考え、キャリプレーションから除外した に
作成分におけるキャリプレーションの成総はみ:nに:"1としたように、附般を除いてい
ずれも i[UIJJ対係数は O.9以上となり、 F値も 100以 1:と比較的尚い仙とは 司た。 次に
キャリプレーションで得られた!日l焔式を用いてフレデ fクションを行 ったtJ;Jにをよ32
に示した 。 ここで、プレディクションに川いた試料のレンジをJ雪地した EJ ~I('! でみる
と1111'， 波を川いた場代の VP AのHF:定では総 VF AがMむ*iJ肢が低く、 Mi椴 iノnピ
オン般~L1が比較的推定 *(1 肢が向かった 。 さらに、乙の E 1 他を)，~にキャリプレ ー
ションの実川化の程度を判定すると、求乾燥試事|を川いたJ在宅業と酌椴 十ブロピオン
般かj仕Jt*J~ 1立が高く、 |分に実川化か吋能な Bランクとなり、他のJX分に勺 い て はHt
定訂';J止がやや高く、実fl1に耐えうる Cランクにう}制された 。
3. A 11 Pによる総合品質 ，;'1'(Ih i1_ 
栄位(dliの)，ti1(，はTDN、 Cド、 CP iを1Jい、分析仙のう}イ1Iを巧l必 して 点:3:1に 心 し
たようは :ド(dliM準を設定した 。 つまり、各J五分のう}tJi III を )t~ に以内 以 を 100点とし 、
また、 JX分が低くても家市への給与 1:は問題が心い と.行え、 M(l~λ，'.'. (j 50点と した
ホールクロップmfiを・般的な刈山り.@!JUとδれる糊洲JV. ~I'l 熟 lU11 ': 収悼 し 、 ・リイ







重相関係数 SEC F他 使用波長数
酢酸 40 0.117 0.947 0.026 107 6 
酪 酸 40 O. 059 0.868 0.029 45 5 
酢酸+プロt"t~酸 40 O. 123 O. 904 0.037 114 3 
総 VFA 40 O. 184 0.941 0.045 115 6 








1& 分 サンプJレ数 平均儲 レンジ r SDr 
酢 椴 20 O. 134 0.26-0.02 0.87 O. 04 
目白 酸 20 O. 054 0.17 -0.0 0.86 0.02 
酢酸1-1ロピオン酸 20 0.140 0.31-0.02 O. 93 O. 03 
総 VF'八 20 0.187 0.40 -0.02 O. 82 O. 06 
全窒紫 20 O. 353 0.51-0.17 O. 92 O. 03 
a) N I R S れを定他と化γ分析flとの聞の相関係数である。
b)推定誤差の原裕偏産 (standarddeviation of prediction) 
2 xSDP 
c)推定締1l:の好{屈指数 (evaluationindex : E 1)=一?ange ×100(%) 
d)彼定制度の訴価指数による分矧
A : E I -12.4%以 F(very g∞d)， B: E I = 12. 5 24.9% (gO叫)
C:EI 25.0 37.4% (fair) ，D:EI=37.5-49.9%(poor) 










29. 7 C 
28. 7 C 
20. 8 B 
32. 3 C 
19.1 日
d， 




定した。栄i1f(HiとIlif.'iに14JJi 点は 100 点とするか、先師品質l の i品 tfy は、 1月 ~'i -tJ'イレー
ジは3反省栄益 1:にIHI!l1があると考え、 M:低点は O点とした
これらのう院長成分と免併 ，'，t，1'íを)J;に図 25 に示したような|情肘 I'~I を作成した 。 次に附
26のようなアンケート制 fiを実施し、それぞれのレベル(L 2、し a)における況を一
度を~?- :1¥した。ここで c[(it I交が算:1できるためには、|ヌ12Gのγ ンケー卜加任の ・ifの
一対比較が片足 .n していることが必要であり、その ~Ii t~ll とし て快 tìl立 (Co nsistcn ­
Cy 1 ndcx : C 1 )をノドした。つまり、 C1 = 0で完全に悦代刊カ、あり、 C1 (11'，か人さ
くなるほど抱合性がなくなる。この CI値が 0.1以ドの ときにはna地がはく、これそ
越えた j品作には ・対比較の判断を児l直す必要があると 8れている 80 I 。小;アンケート
調査の場合、 CI伯は 0.036と低い値であり問題はないものと巧えられる 。み:に符 I(i
f4の fl1l! J具について、まずし 2においての栄設佃iと発貯品'Liの比較では、免M'rl，tiか
32%、栄益価が68%のmみがあり、栄養価の}jの ifC些肢が両かった ο 占らに L3にお
いては、分析仙の 6Jfi 1の小では、 TDNが44%とi品む lieuく、 i正にMi般が 2.7%と心
も低いウエイトとな った
次に、この科分filJt! 1の 1ft'}.g J.立を誌に表35に心したような総合.'1(dh )I~ rvを策定した。
つまり 、先月干品目関 係、栄益価閃{系について分析{II'[を )I~ にん;問、 }d.1 の )I~rVにより点
数を付ける。さらに A1I P による ill~ 度に Mづき点数を :1:11 り Ih る ， 1tl i去に、これら配
分点の合，11 を総《，i十点として~::1¥する 。
考察
耕種出家が'1:.Yl~ した稲ホールクロップサイレークの.'ir'1 'L'f ノ~. t¥ 1 1<SをltJ川してJl.il
に評価することは、流通価絡に品質を反映させるだけでなく、主命への*i:'). 1'.のiR際
としてもtl川でき、幼史的なん・訟であると考えられる u ま寸-;.j"H {dlI に勺いては、サイ
レージのような水分の，:与し、拭料を分析する場合は、試fのY..J.化合 1:1 (I~J として、乾燥
させてからウイレ - I~'J ミルやサイクロン )~'j ミルで微 *111 ts.状!/1J:でm/，年し N 1 1<SでiWJ




TDN C P CFi 配点
61以上 7.6以上 19以下 100 
59...60 7.1...7.5 20...21 90 
57...58 6.6...7.0 2...23 80 
5...56 6.1...6.5 24...25 70 
53...54 5.6...6.0 26...27 60 
52以下 5. 5以下 28以上 50 
表34.稲ホーJレクロップサイレージの発酵品質の評価基準
V B N/T N C2+ C3 
% 現物中%
5. 0以下 O. 2以下
5. 1...10. 0 O. 21...0. 40 
10.1...15.。0.41-0.60 
15.1-18.。0.61-1. 0 
18. 1...20.。1. 11-1. 50 

























O. 184 0.027 O. 108 O. 440 O. 121 0.120 
際125.稲ホー lレクロップサイレージ品質の総合評価における断層図と九項1の![I'~度
rt)閃'1'の数字は評価基湘のm盟lJ(であり、レベJレ3(し 3)における整合度 (consistcncy

















栄養価7- 9 9一一7- 5-3一一1一 3一 5発酵品質
C2+ C3 マ- 99一 7一 5一 3一 1一-3一一5VBN/TN 
C41 9一 7一 5-3一一1一 3一 5一 7- 9VBN/TN 
C4+ 7- 9 9一 7一 5一 3一 1一 3一一5C2+ C3 
CP 9一一7一 5-3-1一 3一 5一 7一 9TDN 
CPi 7一 9
7-9 
9一 7一 5-3一 1一 3-5









表35.稲ホー Jレクロ ップサイレージ品質 の総 合評価基準
評 価基準 総 合 評
ー
bl 
① ② ③ ④ ⑤ 
分 満 霊 分 {系 サイレージ サイレージ
要 折 No. 1 No. 2 
折 点 度 値 数 clT ⑥Cl の 点 ⑥点
項 (点) (%) 配 ④ 持 持
点 ，ー ち 数 ち 数
目 (点) ② 点 。x~ 点 。x~
一
発 VBN/TN 100 18. 4 18 O. 18 100 18 60 1 
酵 C2+ C3 100 2. 7 3 0.03 100 3 40 
ロ C4+ 10 10. 8 1 0.11 100 1 20 2 ロ
質 小計 300 31. 9 32 32 14 
栄 TDN 100 4.0 4 0.4 100 4 70 31 
養 C P 100 12.1 12 O. 12 100 12 90 1 
成 CFi 100 12.0 12 O. 12 100 12 70 8 
分
価
小計 300 68. 1 68 68 50 
総合評点 100 64 
a)実際の稲ホーJレクロ ップサイレージ3点について評価例である。






















ベクトルに影響するところが大きいと指泊しているためである 。 しかし ¥aI doら・ 0
は点乾燥サイレージのような尚ノk分の物自に l[ft8:N I R Sを1J l、た場合の利点は、 nij
処F翌日寺11:1の節約と同時にサイレーヅのような免僻した物自の IE6在さが高まることを指
摘し、，(:JJK分試料を N1 R SでlI'f陪測定することが今後 m~であるとしている 。 この
ため、山水分試料を N 1 R SでilliJi.i:した制作 け・ 15. l! 0 I もあり、古賀ら ~ I I も ~ï. ff~ fl 
を生の状態でNIRSを平IJ川して!Jx分分fhiするために、ノド試験と I.Jt;'f<にブレン夕、ー ミ
ルによりドライアイスとともにぬ結粉砕した試料を川いて水分、 cp、八 0ド、 oc
W等の分析に良好な推定村 J立が H~ られたと制作している 《 またトウモ J 仁I シサ f レー
ジやアルフアルフアサイレージの米乾燥試宇|による分tJrも行われている I0 I 。 このよ
うに求乾燥サイレージの 1'1接NIRS利川がirわれつヲあるものの、 ml!W 以としては
乾燥試料のように微細な状態まで試料を謝~ -4ることのl羽難さがあり、本試験におい
ても、 I.J一試料を乾燥 ・粉砕した制作の試料より、 ilAtカップの |司恥に よるスベクト
ルの変動は大きな値となった。しかし、前述のようはふ乾燥が;判のiLIーはiJliJ定のflJ点を
身 l但し、しかもキャリプレーションの粘度む良好であるという仏 Jねから、ふ牝 i~'，り・イ
レージの出接NIRS手IJ)1Jは 1-分に怠義があるものと巧える
ここで、栄益五lIiを去す成分として、一般成分の他に、 AD Fおよび附み分析1により
得られる成分についてキャリプレーションを行った。 米国ではアルフ rルフ rをJ;t料
とした fIM~乾 1;'[ やへイキューブについて、栄長仙i (C P、 A[)ド等)に)，lづいt-.'1 (rlI 
が行われている また小林 10 ) は我 l司でiAi.iill乾草について共通した ~I; ftIi )t~ 単とはり出
るのは、引任肢も定着'している TDNであり、この TDNにより乾小を 5~世附にち級
化する}~ rltを提案している また、他の1ft1についても適川純1!1lに応じて投lとする乙
とが出まし い としており、本試験においては、 TDNの他に C ド、 C F iを，.f{，I(rの)J，
m としてぷ定した 。 この!~代、 TDN を II~ t~ N I R Sで1fU.どすることがItl6 J11~ な!と巧
えられるが、そのためには多数のlI'i化試験を1rうちの多大な労 )jが必世止なり、 l!l状
では必すしも千五弘ではない また近年、トウモロコシザイレーノを小心に併活法でi:;
られた f& 分から TDN を m í.じすることが試みられているが 1. 、 li~ ホールクロッノリイ
レーヅでは、これらを HH、た I~] 帰式は作成されていむい り そのため、出段階では、
般h足分を分析し削料成分ムの消化wから γDNをJH:山 4るしかはい 。 しかし、竹 IJr{，，'j 
8 L 
から制料の十1ï1f をより ~l しく知l るためには、防止;分 tlj. 7};によりう} Ilhj ~ U た繊t:H:./I~分を
NIRSで1ft定することは、作物のl!:.fIH機Wiや張[;t~?的にむ)JÎ 'Jl: ti. 窓~~をむするらの
と身え、これら成分についてのキャリプレーションを fi"い、良好なt，t，:J~ が i!jι られた
従って、今後 TDNの推定等にこれらの成分のやl川による111J帰式の作成を i"iう必11:ーが
ある
桶ホールクロップサイレージの允酔品質に ついて 、 1~ 米のフリ ーク fi\l~ 点で !J 1込't!・リ
イレージと判定されにくいとの報公 IZ I L I e ・ t 7.~ ! .TL.T 10・' が多く、本部;駁にお
いても伺織に、l~均点で 25 }，~~程度しか何られなかった。しかし、サイレージは完令に材
料を密封することにより雑菌の別舶を抑え、制料としての H引な変'L'fが起こらはけれ
は乳酸発酢は必ずしも必要でなく、これらの制点からも今後 V SCOREが免酔品1'j日'.(lfi 
の"1心 となるものと身える。従って N 1 R Sで允両手品'{lを計{dhサる t:めの丸J{~J J成分は
V SCOREにJIl、られている VsN "TN、酢般 4プロピオ・ン般合'Jl、附般合j1とした
これらの成分の中でイf機散含祉のキャリプレーションの*1'Htは栄1!t1&分ほどj迫Hなf..'i
*は得られなかった これは対象とした成分:tJi[がb!'1 -lJ'イレージはど微jaiであり、
NIRSでiJlI定が閑雌はレベルであることが .1刈と 4・えられる しかし、 Abramstl ら
が行ったぷ乾燥サイレージを川いた N 1 R S分析による耐般出、制限J-'.i、手し般Jt，iをHt
注した結*の化学分析 M! との相関 (0.50程 j立~)や、Reeves'I らによる NIRSによ
る求乾燥サイレージのむ機般の分析 *1'11交よりも、本試験では良好なれli~ が ilia られてい
る これは、粉砕試料よりもサイレージ llll¥t{k を JII いたことにより、 i!llJ'~ 試判の J~J
十1:が尚いためと身えられ、今回作成した検出総は作成分 とも N 1 R S のIft~AE M!と化γ
分析値との+11則で 0.8以上であり、夫川に耐えうるものと 'IJ断できる これらのこと
から稲ホールクロップサイレージの栄養価と発俳品質を N I R Sで計 (1hする1M0、ま
ず前述のん・rl;で求乾燥，¥A料を調製し、 N 1 R Sで栄長{dltに|則する科 IJx.分をIH)，t 4る
!日J1与に米乾燥d料により全室紫についてもlf(AEする。次に、 ζ のAミ位脱tfl に !l~W{ Ik 
を加えサイレージtltI ¥ f(kを作成し、ワインセルを詰抗した N I l~ Sにより俳般 iフロ
ピオン般合 1.:、酪酸合ljtを1ft}とする たたし、 V13 Nに「いては、 iJE~~の Ik!-;: ~~:I;;， 刑
法等により分析を行う必'i}:かある 。
栄益仙iと允前品質を作わせた総合.'ir'o'ft ，'1 (1h 0) t: めに、本 ~ht 験でけ八 11 P f ()‘を 1Il、
8 :1 
た。 この AH P 手法・ は本米、権維にからみあ っ た~渋 (併 価 lX tVi) の tj. から!っを lf~
り1¥すことを r1 的とした分析手法 ~ '. 9 '; )であるか、本試験では各分Hrl(i r 1 (~'I" (dh JI~ 
車)の吊控度を蚊他的におすことをhi終1n~J とし、名分 flj-1(i 1のウエイト付けを (j-， 
た。つまり 6つの分析前 (TDN. CP. CF i. VRN rN. 酢般、附椴)から
重要である項日は配分点が向く、逆にあまり直撃でない I貞irlについては配分点が低い
他となっている 。 文際にtii1ホールクロップサイレージのMI~fl を総代的に~;I' (tIiする山内、





評価話本にしたがって採点する。ただし、 TDNは分析 {lf!より HI注し、 V13 N (よ i足米
の水蒸気ぷ留法士写により分析しておく さらに各分fJI1(i [Jの iI! .叫J{tからlX:1¥した{長以







耕桶山家がJ1:序した稲ホールクロップサイレージの .'111tJ: ，i'f (dhを r1 (J-'Jに N1 R S ()fl 
川を験dした 。 栄益成分については、未乾:k:t! !よれを川いて L ・般1&分の他に、 AJ)ド、
ocw、oc C、 ob の検 :.ì 線を作成し、木知試料を JII~、た/レディク ンョン払以よ
り実用的な検討線であることが舵訟できた。 また党内千品質に|担|する成分につい て は、
サイレージ111¥ 減をJrJいて、酢殿、開般 1フロヒオン般、的1昔、総VF八を iJlIi己する




に反映させることを1" 1 的に、栄 22 佃i と免酔品質を合わせた総 01~-:.n抑制h7J、につ いて検
討した t まず、栄益成分として TDN、cp、Cド i、先M:.I.i1として VB N 'T、、
酢酸含lit、耐般合litの 6成分についての評価基唱を設定した ε 次に、これら 6成分を
稲ホールクロップサイレージの総合品質評価のためのJf(li )t~ i~l~ とし、八 11 P l~ i1:によ
り各成分のm'lt I立を1?"/l ¥し、総合品質評価基慨を設定した。




f.i停を rl心とした水I地帯においては、 Jト川州JI)II~ 編対前i の 'k施とともに +î: 作 (11 で
の削料作物に閃する研究が数多く行われてきた。し かし近年、市陀経常においてい!際
化の進出、 IrJ .，!;:j 定打等の状 17~ の'1'で、経営の'主定化を多同化に求め、その労働 }J 小}.E
からも I~ 己完結担の判l 飼料'1:.pltがi付雄となりつつある 。 また、 Ut~fi 出家にと っては 、
If;j齢化、高地価化、さらに米の輸入n由化の問題から水川の逝休地、耕作hl(~川 が 附
加制 (;J)にある 。こ のような現状において、/1<川の総fi'[: rn )j (It) Iのために、中1:(~ : 川を
()効に利用した m制料の流通化技術に|均する研 '先 も進められてきた。しかし 、 1~1:('] (1、
特にlJt.木不良川における飼料作物'1:.YP. の問題点は、総培 lfii で{よ j民 :l? による先月~ ，f~ 1ミや
JL '(j' II;~ 官、収槌.J.'d l~ IfiJでは大刷機械の占ir t'l・3の川地から友'ぶした'(:政liか 6(1・(以 でさ
ないのが現状である
そこで本研究は、西正F主を rjl心とした水問地，:;?において、，:':jIl.' ts. 'L陀能 )J.を仙勺 JK川
を (j効に利Jllした地域営農システムを確立することを1的とし、排師J:!家を'"心 とし





ホールクロップ川稲の低コスト-1& 1台校体j として、 7~t 水 i ほ'" lix l請状出訟によるすi) 
~.U氏技術について検 J した 。この 状 j行法は l，[rW ，-i品般化イtI火を初代し、 (tt，fiさi左のj此
水川にj占!聞のI!:Iドから背負式動)]n~ t立機を川い て 散帰する Ji()~で ある 。この MìHi作業
に叫する時間!は 10a ~I~ たり約 15分であり、行 ，'Ubil，&を必安 とせず 、'(1"I f午加の行 )jが
ilむ大きな利点である また、ふJx1，~ ilによる d:ー ルクロッゾ川linの収litU '1: 1(:.(liで




(1)収他作業の'ム・定化を 1的に、 1'JI~~ It~ コンパイン( .1条刈 1))の刈抑制l、結送iHI、
よ行部、出作部をそのままやJ1し、 1免士宮部の悦わりにカッタ郎と 7Mi面川コンテナ-1)'i 
ロを取り付けた此川型柿ホールクロップ川収地機を IH允し、IiJI~~ I~~ コンパインとの [II，j
川機とすることにより機械'i'iの軽減をl刈った。 また、収砲されたホールクロップ1fil 
の流通は、本機と組み合わせる抗jli川コンァナサイロ(1. 7 n?) により、 4究極とサイ
レージ J，~製作業を同時に行い、コンテナサイロでfj-うことができるようになった ε ま
た、両序良家が IJHJーする I~ilii:サイロに収挫したホールクロップ川柿をtJ，め込む山内は、
コンテナサイロ部をテッピングワコがン }j式にJ.f日り斡えることもできる 。Ilfl免したコン
テナサイロを利川した場行のノド収般機のh岡山作業日は 11.1 a hとな)t. 
(2)サイレージの流通形態をロールベールガイレージとした同行の収地械として、タ
イレクトカット h式の稲ホールクロップ川カッティングロールベーラをIlH先した d 本
機も円脱 J~~ コンパインとの [，I'J m 機であり 、 JI見殺部とベールチャンパ古I~ の川 1 ， {I'( lJ付え
が司能である。また、本機の特徴はベールチャンパ'IJ~IS にディスク明カッタを l代り付
けたことにより、材料稲を紛|断(JlH .:命切断1-<7 cm) してからロール成}f;がいJIicであり、
このことにより品i密度糊包 (113.6kg. DM/ nl) が nJtì~ となり、またトワインを 1))1析
することにより、人)Jでもロール断'体作業が特易に fJ うことができた 。 小;機で II~ 包し
たロールの形状は、 l::j脱 !f~ コンパインの刈Jf(郎、出送部をそのままや1111 しているため、
-Hがf)!tm~ が多く、他 )J が株元部が多く合まれることになった ， 乙の対抗として、
ディスク型カッタの下部にビータを取り付け、材料稲の出tl'べ-，よみたが、制おな幼~
は認められなかった。しかし、ロール給 1)1与は解体してからわうものであり、占らに
今後のロールベールサイレージのやi川形態む T ~1 R 制叫肢体1C-， *，'，ひっくじのとιo・えら
れ、ふ機の不Ij川効果は大きいものと11(察される ふ機の fl:来ti f~ は 1 r:・1ー ルつづ'，li場




て ~.'.J ;鋭、 IrlC泌するためにテーブルリフト{、lさ門人E.1¥ベールラッパを1:1允した。 本間{よ
走行装置にゴム凶帯を flHlし、 'I[体フレーム!-.にテーブルリつトとターンテーブルパ
ベールラッパのターンテープル部およびフィルム特り 1¥し枝川を除献し、さうにI体
側部にはロール lt't み込みJllのパケット Jt~ リフトア ームを取り{、j けたものである 。 これ
らの機摘によりロールベーラから排1¥されたロールは[ifilMに治とすことなく雨対作業
を行い、しかも市対後のロールについても、フィルムを破Hlさせずに山道にU!Ifしで
ある .i!臣殿 'Iiに直陪ロールの杭み倍え作業をij'うことができた。 イヰ機の ('1来tih*は21.8 
個/hであり、 riIJ.idSのカッテイングロールベーフと制作止を 1J・勺た場内、カッテ fン
グロールベーラの悶場刊業 idは18.6 a hに向上した ι
次に、 トラックミ5の.illi搬車で.iillばれてきたフィルム被出後の口ールの (.:j持ろしと出獄




フィルム全般飼 δせ Fに安全にロールのがI附ろし作業と i:li搬(午某を(jうことがでさた 。
3 .稲ホ ールクロップサイレージの流通化のための総合品質，，'1;.fIlliL 
耕締出家により生産された柿ホールクロップガイレ -)のr¥，¥ IL1l .i'VWIを 1(1'.)に N1 R 
Sの，fIJ川を検討した。まず、栄養成分に ついては、前処JlI'作業としての乾以を fj'わず、
求乾燥サイレージとして l直接 NIRS の InIJ~ を検討した 丸t~，成分は水分、 c p 、 1~
E、 CF i、 As h、 A0 F、OCW、oc C、obであり、キャリフレ ・シ Iン
(40，誌を{史JIJ) をfrい何られた故良[111M式を川いて、よ知luAfI(20九を他JIJ )を JII~ 、
てプレディクションを行った また、発防品質に I~I する成分の iJliI ~むには全問主はよ乾
燥試料、その他の酢酸、酢酸 1プロピオン般、円前殿、総 VF A Iよサイレージ111¥ I庇を
J1Jいてj.il服にキャリプレーシ J ンおよびフレディクシ f ンを (J )た J 乙のX，lf~I 、 fレ
ディクシ五ン試料のレンジを巧 l'lrした枠制h1:; '!政である E I ft(1でみると、ノ}ょう}が!IlL !f[ 
定MJ交がd.4く (EI=7.1% 、吟 VF A IJ(E I ，-n. :3 %と IIL f!¥いil，'jでjV，_，た J し
かし、いずれの成分とむ:J.fJI j化の分仰では、全可{~ti を合めた γ 作成分ではIH:i.E tN I叱か
8 !
ltiく、 卜分に実川化できる日ランク以上にう}lti 0れ、先併.';，'，ti 1史1{訴の成分に勺いては、





倒酸合祉を用い、栄益成分は TDN， CP， Cド iを評価j占拠の J(i!Iとした。 これら









本研究を取りまとめるに吋たり、京都大γ教促佐々本み之hY1:、I"J教陪‘1(;I'J il' I'.Y 1-、
I;ij教段宮崎昭 t'.Y1:には恕切なる御指導と御校IlUを1Mった ω
また、麻市大γJし教綬渋谷 (itよ|呼 1:に恕切なる御jb場と自1J幼;?を1Mった。
本側究の当初から今 u まで、 三 mu，~段業妓{4'i センター水町的 λ1\. 、版本校 JÇ:には絶
大なる御指導と御助式を賜った。
本研究の実施に、"，たり、 ミ，nV，~ I:~ )長技術センタ -Jf村ifムJ¥.には試作機械の 1)1免・
改良に絶大なる御協 }jを賜った。 また、株式会社タカキタ Jし技術部長山崎必 r1 氏、校
弥f部大倉明美氏、 Jし!対同営業所長福岡勝義1¥.にも、 (f益なiP1凶，?と御協))を1日「た。
試料の分析にはそ'I!大学助教段後雌 IE和博卜に絶大な御IH手?と idUIt6 ))を1弘った。 また
多数の試料分析には 三毛県以来技術センター小:1¥リ)氏に多大の御 It6}jを附いた ο
ノド研究の開始以米、三重県民主j技術センター背'i;n部制料作物1~吋の科{立に多人: 1].る
御協ノjを頂いた。
ここに、以上の将位に謹ん で感謝の息をムす る次知である c
????
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